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中国牧地区における牧畜経済論

中国の国民経済において，牧畜業経済は重要

な部門の一つである。これが農業地区牧畜業，

牧地区牧畜業，都市郊外牧畜業，及び集約型近

代化牧畜業の四つの部分から構成されている。

本稿では，中国の牧地区牧畜業経済に重点、をお

いて論述する。牧地区牧畜業は草原(草地)牧

畜業とも呼ばれている。

1.中国牧地区牧畜業経済の発展概況

中国北方の牧地区は広大な面積，豊かな草地

資源，古い歴史を有している。中国の牧地区は

東の黒竜江省から，青蔵(青海省，チベット)

高原まで続き，中国国土の大半をカバーしてい

る。東西5500キロ，南北3500キロ，面積は約 5

00万平方キロで，全国土面積の53.1%を占めて

いる。中国の牧地区は内蒙古，新彊，青海，チ

ベット，川西草原の五大牧地区，及び黒竜江，

吉林，遼寧，河北，寧夏，陳西，甘粛の七つの

牧畜業のウェートが大きい省，区を含んでいる。

中には 266の県，旗がある。つまり， 108の純

牧畜業の県，旗と 158の半農半牧の県である。

人口は約4500万人，中で牧民は約1100万人であ

る。牧畜業に従事しているのは蒙古族，チベッ

ト族，エウンク族，ハサク族，エレンツン族，

ウィグル族，ウズベルク族，東郷族，メンパ族，

ロパ族など13の少数民族である。これらの少数

民族は代々とこの広大な草原に生き，生産，経

済の繁栄，中国の振興，発展と統一に貢献して

きた。

建国後の40年以来，特に改革開放後の10年以

来，牧地区の牧畜業経済の発展が大きい。統計

呉 精華

(中国社会科学院農村発展研究所〉

によると， 1988年末牧地区では牛，馬，ろば，

螺，賂舵などの大家畜が4620万頭で，全国の

35.1%を占めている。綿羊，山羊は 15000万頭

で全国の75%を占め， 1949年の 3.2倍となって

いる。豚は1600万頭で全国の五%を占めている。

繊毛毛皮，肉類及び食肉加工品，乳類及び乳

製品，狩猟の獲物，漢方薬材料などの畜産品，

特産品が全国の30----80%を占めている。

40年間の技術者，牧民の努力によって，中国

の牧畜品種の構造には大きな変化が起こった。

雑種改良，思1[化などによって，牧地区では数十

種の優良品種がつくられている。例えば，三河

牛，三河馬，草原紅牛，西門達クJ¥(シンメンタ

ール)，利婚賛(リムザン)牛，伊型(イリ)

馬，伊型(イリ)牛，鳥珠穆泌(ウヅモシン)

馬，阿投善双峰(アラサンサンフン)駐，東北

細毛羊，内蒙古細毛羊，新彊細毛羊，中国美

麗奴(メリノ)細毛羊，羅燭尼(ロムニー)半

細毛羊，阿クJ¥泰啓尾(アライタイテンウィ)羊，

阿匁巴斬〈アルプス)械山羊，蓋県繊羊，新金

豚， D合白(ハバイ)豚，痩肉型豚，珍珠(ズン

ヅウ)鶏，白来亨(バイライヘン)，洛島紅

(ロトウホン)，紅羽(ホンユ)，白洛克(パ

イロク)，白鶴，北京鴨，板鴨，乳舗などがあ

る。毛，乳，肉，禽の飼料効率，労働生産性が

高まり，生産周期が短縮するなど，生産効率が

高まった。現在，優良品種及び改良品種の牛，

馬は牧地区総数の 3分の1，綿羊，山羊は55%

を占めている。牧畜品種の優良化は，中国牧地

区の牧畜業が伝統的なものから近代的なものへ

の変化の重要なメルクマールとなる。
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牧畜業の発展に伴って，牧畜業のサービス体

系がよくなりつつある。中国牧地区では次のよ

うな10のサービス体系が形成されている。①優

良品種の取入れと繁殖，②家畜病害の防止と観

測，③草原の改良と建設，④科研，情報システ

ム，⑤飼料加工，⑥牧畜機械化の研究，サービ

ス，⑦畜産物の加工，⑧牧，工，商の総合経営，

⑨商品の生産と流通，⑩技術の諮問，法制，対

策。

2. 中国草地の牧畜業資源と潜在力

中国の草地(草原，草山，草披)は合計53億

砥で，全国土面積の36.8%を占めている。なか

で北方の草原は43億砥で，南方の草山，草披は

10億砥である。中国の草原は欧亜大陸草原の一

部である。飼料用作物は禾本科，豆科，薬科，

菊科，百合科を種とし濯木，半濯木もある。

草原が広大，平坦であることは中国牧畜主産地

の特徴である。そこには飼料作物の種類は2000

余り，薬用植物は 500余りもある。また，繊維

植物，澱粉植物，芳香油植物および珍しい動物

が存在している。

中国草原の生態的な地帯分類としては，森林

草原，濯水湿草地，草原(干草原)，砂漠ステ

ップと半砂漠ステップの 5類型がある。大気降

水量および土壌も地帯性がある。森林草原では

降水量が600--800mmで，土壌は湿潤の黒カリ土

である。草原では降水量が300--500mmで，土壌

は栗カリ土である。砂漠ステップでは降水量が

100--200mmで土壌は綜色カリ土である。半砂漠

ステップでは降水量が 100mm以下で，土壌は灰

色カリ土である。草原地区の太陽幅射エネルギ

ーは 145'"'-'160キロカロリー/cnr，光エネルギ

一転化率は0.3--1.0%である。草原の生産力は

大気降水量と比例している。森林草原の凪

(666.7rrD当り生草量は600'"'-'800斤で，草原で

は400--600斤，砂漠ステップでは200--400斤，

半砂漠ステップでは 200斤以下である。天然草

地の飼料作物の栄養成分からみると，濯水湿草

地では炭水化物の含有量が高く，草原では蛋白

が高い。砂漠ステップでは灰分の比重が高い。

新彊，甘南草原および青蔵高原の中で草地が立

体的に分布している。低地から高地へに従って，

塩生濯水草地と低地濯水湿草地，平原砂漠ステ

ップ(磯漠，砂漠)，高平原の草原草地，亜高

山濯水湿草地，高山濯水湿草地，ツンドラ，雪

線および氷河となっている。

東から西にかけては，地形，降水量，植物，

土壊，動物の地帯性分布が畜産品種構造の地帯

性分布を形成させている。東北草原および呼倫

具匁(フレンベル)草原では，三河牛，三河馬

と東北細毛羊を主とする畜産品種構造が形成さ

れている。科か泌(カルシン)草原，錫林郭靭

(シリンクゥレ)草原では，鳥珠穆泌(ウズモ

シン)馬，草原紅牛，黄牛および内蒙細毛羊を

主とする畜産品種構造が形成されている。鳥藍

察布(ウランザプ)草原，郡8ミ多斯(エルタス)

草原および寧夏荒漠では，内蒙黄牛，細毛羊，

寧夏灘羊，三北表皮(サンベイチュウ)羊，

幸小倉年(カラクル)および阿が巴斯(アルプ

ス)白山羊を主とする構造が形成されている口

阿佐善(アラサン〉砂漠では山羊と双峰(サン

フン)舵を主とする構造が形成されている。新

彊砂漠では伊型(イリ)牛，伊翠(イリ〉馬，

新彊細毛羊および阿年泰啓尾(アレタイテウィ〉

羊を主とする構造が形成されている。青蔵高原

では海抜が平均4000m以上で，高寒冷山地草地，

亜高山濯水湿草地，高山潅水湿草地が多いため，

粍(モウ)牛，編(べン)牛，チベット系綿羊

を主とする構造が形成されている。以上のよう

な構造によって，中国草地での牧畜業経済が以

下のような特徴と生態法則をもっている。
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1.地形，大気降水量，植物，草原類型，お

よび土壌類型の地帯性分布は，畜産品種構造の

地域分布と一致している。

2. 海抜が高く，乾燥で，かんばっ，強風，

砂が多いという厳しい自然の特徴，面積が広く，

人口が希少，交通が閉鎖的，草地資源が豊かで

あるという経済的な特徴，また多数の少数民族

が混在しているという地域的な特徴が，中国北

部では牧畜業が産業の主体となる根拠となる。

また，それが生態効用，経済効用および社会効

用の強調と同歩調の発展を表している。

3. 自然の生態特徴と社会経済の特徴の制約

によって，草原での牧畜経済の拡大再生産が自

然生態の拡大再生産に強く依存することになっ

τいる。したがって，牧畜業経済が次のような

5類型が形成されている。すなわち，①粗放型

経営の遊牧経済，②定住輪牧の牧畜業経済，③

定住，飼料作補充の半農半牧の牧畜業経済，④

飼養を主とする農業地区の牧畜業経済，⑤都市

近郊の集約型経営の近代化牧畜業経済の 5類型

である。牧地区では，①，②，③の類型を主と

していることから，自然に依存し経済の発展

が緩く，水準が低く， しかも不安定である。 3

年に一度が干ばつ， 5年に一度が大干ばつにみ

まわれているため，天然草地の栄養的，年次的，

季節的不安定あるいは不均衡が，牧地区の経済

の不安定，不均衡をもたらしている。更に，牧

地区では人口増加が著しく，資源が大量に消耗

し経営管理が不合理となり，また植物の乱伐

や草地への乱牧が，天然草地の生産力を年々低

下させている。したがって，草原の保護，維持

と建設は中国北部の牧地区での当面の課題とな

っている。一方、中国北方の草原面積が広く，

水熱が季節性が強く，光エネルギーが豊富であ

ることから，草地の潜在的生産力は大きい。現

在砥当りの生草生産量は 150キロであるが，草

地の保護，管理の強化によって生産力は1.5倍

までに高めることが可能である。

4. 草原は陸地の自然生態系の一つであり，

また極めて不安定な生態系でもあるロ草原はエ

ネルギーの転化，物質循環のシステムで，重層，

多機能の有機的なシステムである。海抜の段階

的な分布は立体的な農業システムとみられる。

草原への投入，機能の強化が草原の生態的経済

システムを時間空間，物質，情報および価値実

現における合理化，生態と経済効用の同歩調の

発展，また高水準の効率的，有機的な草原の牧

畜経済システムの形成をもたらせる。

3.牧畜業経済の改革と考察

改革開放以来，牧地区の牧畜業において二つ

の大きな改革が行われてきた。一つは，生産関

係の調整である。すなわち，人民公社制から草

地の承包，家畜の家族所有という生産責任制へ

の改革である。二つは，畜産物の統一的な購買

制度の解消，畜産物価格上界の政策の制定であ

る。これらが牧民の積極性を引出した。この10) 

年間に，牧畜業経済は著しく発展した。牧民の

一人当りの収入が改革前の 200元から， 1988年

の 680元までに増加してきた。

一方，改革開放の中で経済界にはいくつの論

争があった。その一つは，中国の肉，乳，卵を

農業地区に頼るか，牧地区に頼るかの論争であ

る。中国の食肉の94%が養豚に依存している。

養豚は主に農業地区で行われている。養豚の生

産周期が短いという点から，牧畜業の発展は牧

地区に頼るのではなく，農業地区に頼るべきだ

という観点がある。この考え方は必ずしも正し

くない。その理由として，①牧畜業の生産物の

なかには肉，乳，卵だけではなく，皮，毛，紋，

役畜もある。そのなかの皮，毛，械は主に牛，

羊などの草食家畜の生産によるものである。豚

- 3 -



は首位を占めているものの，豚，牛，羊，禽の

全面的な発展が必要である。②養豚は食糧生産

に依存しているが，牛，羊などの飼料は主に牧

草である。中国の畜産品種構造は養豚を主とす

る食糧消耗型から，牛，羊，禽を含めた均衡の

とれた食糧節約型へ移行，発展すべきである。

したがって，牧畜業への投資は牧地区から農業

地区へ傾くべきではない。

二つ目の論争は，中国の食糧構造が穀物を主

とするが，乳，肉，卵などの畜産物を主とする

かで、ある。 1984年に農業が大豊作で，穀物生産

量が4000億キロを突破した。その後，食糧は穀

物から肉，乳，卵を主とする構造へ移行すべき

だと言う論調が現れた。中国の食糧構造の移行

は生産力の発展に制約された長期的な過程であ

る。 11億の人口を抱えている国にとって，食糧

の問題は最も大きな問題である。農業生産力が

まだ高度に発展していない。一人当りの食糧が

400キロに至っていない状況では，肉，乳，卵

などの畜産品を主とする食糧構造を提唱するべ

きではなく，合理的に肉，乳，卵，禽などの畜

産品の比重を高めていくべきである。一方，牧

畜業の発展には穀物生産および飼料生産がなく

てはならない。牛，羊などの家畜は食草を主と

するものの，一定の穀物生産を前提としている。

三つ目の論争は，工・農産物間，農・畜産物

聞の価格格差の問題である。現在，工・農産物

聞の格差が依然と大きい。例えば，牛皮一枚の

値段は皮靴二足に当たる。また，農・畜産物問

の価格政策も問題であるD 今後畜産物の価格政

策が検討されるべきである。
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新彊ウィグル自治区における牧畜業

新彊は中国の重要な牧畜地域の一つであり，

新彊牧畜生産の歴史も長い口それに新彊に住ん

でいる各民族が牧畜業を経営する伝統的習慣が

ある。新彊の草原が広く，牧草の質が良いので，

牧畜業を発展させるのに独特の良い条件を有し

ている。牧畜業は新彊の国民経済の中でとても

重要な地位を占めるので，有史以来我が区の民

族経済の主な柱となっている。私は本文におい

て，新彊牧畜業の解放前の歴史，解放後の改革

と発展過程及び、実際の状況についてのべておく。

したがって，本文を通じて新彊牧畜業経済の基

本情況を理解してほしL、。

1 .解放前の新彊牧畜業の歴史

新彊は中国の二番目の牧畜地域であり，新彊

牧畜生産の歴史も長い。新彊には牧畜生産をい

となむ民族は比較的多い。主にカザフ，モンゴ

ル，キルクス，タジクと言った民族である。ウ

ィグル民族を主とした各民族は，南新彊と東新

彊および北新彊において，主に農業を経営する

けれども，牧畜業を兼営する歴史的伝統を持っ

ている。歴史の記録に記載されたように，何千

年以来，新彊のウルムチ，ハミの七角井，羅布

泊，且末と言った所に，人々は漁，猪または遊

牧活動をいとなんできた。昆倫山脈，天山山脈，

アルタイ山脈および天山の北側の広い地域にお

ける各民族と部族は数多くの小さい国を作って

いた。それらの大部分が遊牧生活をしていた。

したがって，彼らを“遂水草而居"と言う。

“行国"と歴史の書物に書いてあるD 天山の南

側の広い地域にも多くの部族が小さな国をいく

武万爾・恰里

(中国新彊八一農学院農業経済学〉

つも作っていたD 彼らは主に農業を経営してい

ても，牧畜業を兼営していた。

カザフ族は新彊の牧畜業生産をいとなむ主な

民族の一つである。カザフ族は古代中部アジア

の草原にあった数多くの部族と融合され形成し

ている民族である。彼らの多くは古代ウソン人

と6世紀に振興したトルク人などである。解放

前に新彊のカザフ族は今のイリカザフ自治州，

昌吉田族自治州の各県，ウルムチ市，ハミ地区

の各県と言った天山の北側のいたる所に分布し

ていた。

モンゴル族も新彊では牧畜生産をいとなむ主

な民族の一つである。 12世紀から13世紀にかけ

て，モンゴル族はクルンブ川と撤江川流域の草

原に住んでいて，遊牧生活をしていた。 1227年

ジンギスカンの三男ウガタは中国を統一し，元

と言う国を作った。元の皇帝ウガタは新彊また

は中部アジアに四つの汗国を作った。新彊の天

山の北はウガタ汗国に属して，南はチャガダイ

汗国と呼ばれた。 1368年，元が退いてから，新

彊にも依然として，数多くのモンゴル部族がい

て，オイラート四部と呼ばれていた。オイラー

と四部はジャンガル， ドルブト， トルグト，ホ

シュートなどの部族を指していた。ジュンガル

モンゴルはイリ川流域に， ドルブトモンゴルは

エルチス川流域に， トルグトモンゴルはタルバ

ガタイ地域に，ホシュートモンゴルはウルムチ

と毒嘗地域に遊牧していた。 17世紀の後半，ジ

ュンガルモンゴルは強くなって，オイラートモ

ンゴルの柱となった。そして各モンゴル部族を

統ーした。しかし トルグトモンゴルはウォル
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ガ川の手前の草原に追い出され，ホシュートモ

ンゴルは青海草原に追い出された。新彊地区に

ジュンガルモンゴル以外は，主にドルブトモン

ゴルがのこされた。 1771年，ウォルガ川流域に

居住していたトルグトモンゴルは当時のロシア

のツアーリ皇帝の圧力にたえなくて，オハミの

意思によって，新彊にかえって来た。当時清の

政府は彼らを新彊の和精県の草原，ボルタラ，

ホブクサルなどの所に遊牧をさせた。モンゴル

族は天然草原を利用して放牧をするので，長い

間の遊牧生活の中で豊富の家畜経営経験を集め

た。天山の南には農業が発展していたので，そ

こに遊牧していたモンゴル族も昔から農業を兼

営していた。天山の北にいるモンゴル族は，漢

民族，カイ民族，ウィグル族などの民族の影響

を受けて，近ごろは農業を経営している。しか

しその比率はとても低い。解放前には，新彊の

モンゴル族の居住していた所は今のパインゴロ

ンモンゴル自治州，ボルタラモンゴル自治州，

ホブクサルモンゴル自治県であって， “逐水草

而居"と言う遊牧生活をくらして来た。

新彊のキルクス民族は牧畜業を経営するとと

もに農業を兼営する民族である。古代キルクス

人(約公元前)の先祖はシボリヤに住んでいた。

6世紀の前後，一部分のキルクス人は新彊の北

部に移って来た。 6世紀から 7世紀にかけて，

キルクス人は次第に天山あたりに移って来た。

当地の住民とまぜられ，近代のキルクス民族と

なった。約17世紀からはじめて，天山中部の一

部分のキルクス族は新彊の西部にあるパミール

高原に移って来ている。ロシアのツアーリ皇帝

が中部アジアを支配していた時代，一部分のキ

ルクス人が中部アジアからぞくぞくと新彊に移

ってきた。彼らの多くは山地草原に居住してい

て，牧畜業をいとなんでいる。解放前， (新彊の

キルクス族が特に集中していた所は今のキズロ

スーキルクス自治州であり，北新彊のテクス，

昭蘇，オミと言った県にも小数のキルクス人が

ちらばっている。したがって，キルクス族が牧

畜業を経営した歴史もみじかくない口

タジク民族も新彊において主な牧畜業をいと

なむ民族である。タジク族の先祖は公元前後に

おいて，漢の時代から遊牧生活をくらしていた。

当時は彼らの部族は“蒲型国"と呼ばれていた。

漢との交流もとても密接にあった。 6世紀ごろ，

彼らは“掲繋陀人"と呼んでいた。彼らの地域

には，牧草が豊富で，生活もゆたかであったた

め，まわりの部族である回鶴人，中部アジア南

部の吹巨提人，告予格南人，浩竿人，瓦竿人，な

どがこの地域に侵略してきた。これらの外来の

各部族が当時のタジク族と長い間一緒にくらし

ていた。その後キルクス人やウイグル人とまぜ

られ，次第に今のタジク民族が形成された。解

放前，タジク族の居住していた所は今のタシコ

ルガンタジク自治県であって，主に牧畜業を経

営して来た。

以上に述べた四つの民族以外の民族も解放前

に，主に農業をいとなんでいたけれども，その

多くは牧畜業を兼営していた。例えば，タタル

族，ウズベク族の大部分が牧畜業を経営してい

た。ウイグル族も依然牧畜業を経営していたが，

その後，彼らは天山南路の東西交通網に住んで

いて，外来の経済，文化の影響を受けて，その

うえ自然条件も良くて，水や土地などの資源も

豊富であったため，次第に半定居住に変って，

農業生産が始まった。最後に，経済の発展につ

れて，彼らは最終的に定住して，農業生産を主

に，牧畜業を兼営する民族となった。 18世紀の

中ごろ，清の政府はジュンガル動乱を鎮圧し，

天山南北に支配を強めた。それから天山南路に

あるウイグル民族を天山北路にあるイリと昌吉

あたりに移させて屯田させた。したがって，ウ
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イグル族の農業を経営する領域も一歩と拡大さ

れた。別の小数民族は各自の生産方式あるいは

生活方式がそれぞれ違うけれども，歴史的に牧

畜経済に対して密接に関係している。

上述の各民族は，長い時期に渡って，牧畜業

を経営していたあるいは兼営していたけれども，

解放前の何世紀もの開戦争が続き，政治情況が

不安定のため，牧畜業自体も別の経済部門と同

じように発展が遅かった。清の政府は18世紀の

中ごろ，天山北路のジュンガル勢力をおさえ，

また天山南路の大小和卓木の動乱をおさえた。

こうして，新彊を統一し，屯田と牧畜業の発展

に力を尽くす政策をとって，新彊の牧畜業の発

展速度を回復させた。しかし清の政府の支配

が衰えていくにつれて，新彊の牧畜業の発展が

間もなく停滞状態に落ちてきた。 20世紀の30年

代から40年代にかけて，牧畜業の発展が回復さ

れたが，国民党の新彊に対する支配によって，

新彊の各経済部門の発展も全面的に後退されて

きた。牧畜業も言うまでもない。とにかく，解

放前における新彊牧畜業の歴史的発展状態が波

の状態にあった口その原因は以下のようであっ

TこO

(1) 奴隷制度あるいは封建制度の生産関係に

よって，牧畜生産力の発展が阻害された。解放

前，新彊地区において，奴隷制度の残りが厳重

であって，封建制度のそれも非常に濃厚であっ

た。これらの制度が社会経済の中で消極的であ

った。それは搾取が残酷であり，社会的生産方

式は極めて古くて，保守的で，改革と進歩に排

他的であった。奴隷制度において，地主が基本

的生産資料を所有し農民は土地ではたらくだ

けで， 1年中農民の生活に変りはない。このよ

うな後進的な生産関係が労働者の生産積極性を

おさえていて，牧畜業生産の発展も阻害されて

し、fこO

(2) 生産力の水準が低くて，生産道具が後進

的であった。秦と漢の時代からの2000年以来，

中国の社会制度は長期的に封建主義段階に停滞

していた。時代がぞくぞくと変っていても，社

会制度あるいは経済基礎が変らないので，最終

的に後進的な自然経済状態を変らせることがで

きなかった。近代において中国の社会が半封建

半植民地と論じられてから，帝国主義と封建主

義の二重圧迫におかれ，社会経済も困難な状態

に落ちて来た。したがって，新彊の社会経済は

基本的に全国のそれによって左右され，同時に

全国と比べれば， もっと原始的で，後進的であ

った。新彊の牧畜生産は昔から人にたよって，

人の手で作られた道具にたよって行なわれてき

た。労働者は長期に渡って集めた生産経験によ

って放牧をすることになれていて，生産を発展

させる積極性がなければ，生産道具を改善させ

る技術もなかった。したがって，牧畜業の生産

は低級段階の循環の中で行なわれるしかないの

で，自然、経済状態が濃厚であった。

(3) 経営方法が組末で，管理手段が原始的で

ある。何千年以来，新彊の牧畜業は基本的に天

然草地において， “逐水草而居"と言う遊牧方

式を主にとってきた。最終的に“自然に依拠し

て家畜を飼う"と言う後進的管理方法を守るこ

とになった。自然の影響によって，家畜は四季

における生長は必然的に“夏に体力が回復し

秋にふとり，冬にやせ，春によわる"ことにな

る。生産資料を所有していた少数の牧主は，生

産に対して関心がなL、。ただ遊牧民の剰余労働

を搾取するだけであった。これは牧畜生産が大

自然にたよって行なわれる傾向を一歩強めた。

このように，牧畜業の原始的，粗末で，自然に

たよって家畜を飼う伝統的経営方式が，社会，

自然，歴史と言った多くの原因によって決めら

れている。
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(4) 戦争が続き，社会が不安定である。これ

が新彊牧畜業の発展に大きな影響を与えた。何

千年以来，特に清の政府は新彊を支配して以来，

新彊はだいたい動乱の中におかれていた。歴史

の資料からも分かるように，新彊に戦争の記述

がたくさん記載されている。清の時代以前，天

山の北と南が相互に交流がないので，南北両地

域の内部にも多くの部族，民族，国家があった。

それらの聞に仲直りが重複し戦争がやまなか

った。乾隆時代には，清の政府が最終的に新彊

の統ーを実現させたけれども，封建統制者の民

族圧迫におかれた。特に近代の外国の侵略にお

いて，新彊の情勢は以前として不安定の中であ

った。戦争が続くことによって，牧畜業生産に

大からず少なからず損失を持たらした。遊牧民

がつかまえられ，家畜が大量にころされ，大幅

に家畜が持っていかれ，服役させられた。正常

の生産と生活秩序が破壊されたD このように新

彊の牧畜業は常に後進で停滞状態におかれて来

た。

2.解放後の新彊牧畜経済の基本情況

中国が成立した後札中国の社会主義牧畜経済

は，民主主義改革を行なうことを基礎にして，

社会主義改革を経て建設，発展されたのである。

しかし解放前の中国は半封建，半植民地的社

会であって，農村に封建地主の経済制度が統治

地位を占めていた。牧畜地域に封建搾取制度が

存在するだけでなく，貴族の封建特権制度が存

在していて，ある地域には奴隷制度の残余まで

のこっていた。このような後進的生産関係こそ

中国の社会が何千年に渡って経済的に，社会生

活的に前進しない基本的原因である。また牧畜

業生産が長期的に停滞する基本原因ともなる。

以上のような古い生産関係をなくさなければ，

農業と牧畜業において生産力の解放ができない。

中華人民共和国の設立にともなって，中国牧畜

業の社会主義改造に前提条件が作られていた。

政府は生産関係が生産力の性格に必ず照応する

べきであると言う経済原則にしたがい， これを

中国の実際情況と密接に合わせて，農村に土地

改革を行なった。牧畜地域に各種の民主改革を

行ない，封建特権制と奴隷制度をなくして，草

地の公有，放牧の自由を実現させ，貧困をたす

け，生産を発展させる方針をとった。政府のこ

のような方針によって，牧畜業生産が急に発展

と回復を得た。 1950年から1954年まで，各種の

民主改革を経て，遊牧民の経済条件を高めて，

彼らの生産積極性を刺激した。牧畜地域におい

て，政府は保護政策をとった。それは家畜生産

を増加させ，家畜を保護することである。それ

に草地を開発し狼を組織的に消滅し家畜の

疫病を防ぎ，家畜の冬住みを建設し冬に使う

牧草の貯蔵を行なった。これが牧畜生産の発展

にきわめて有利な条件を与えてくれた。これ以

外，政府は家畜を保護する，増加するためにロ

ーンをくだした。これによって牧畜の発展と回

復の速度を早めた。例えば， 1949年から1955年

までに，アルタイ地区にくだした家畜保護ロー

ンと救済ローンが合計 470万元になったので，

生産を発展させるのに役fごてた。これと同時，

草原のあらそいをうまく解決した。歴史上，新

彊牧畜業において，草地のあらそいは重大の問

題であった。以前，歴史的原因から，民族の間，

部族の閉また遊牧民の聞に常に草地のあらそい

が起っていた。家畜の多い所に草地が不足すれ

ば，家畜の少ない所に草地が余って十分に利用

できなかった。政府は牧畜生産と民族団結のた

めに，自治区を始め，県等に各級の“草地管理

委員会"を設置し解決方法を提出した。した

がって，長期に渡って残った草地所有の不公平

情況を調整し，草地におけるあらそいを次第に



解決した。このように，牧畜地域に民主改革が

行なわれ，牧畜生産が発展されて行った。 1949

年から1955年までの問に，全新彊の家畜頭数は

1640万 700頭まで増えた。 1949年に比べると，

57.9%増加していた。

しかし民主改革以後，農村または牧畜区は

依然として分散的で，個人所有経済の形態であ

った。このような経済形態には次のような局限

性があった。すなわち，資金の蓄積ができなか

った。生産に対しての科学技術の応用ができな

かった。自然災害に対する抵抗力もなつかた。

それに貧富の差が大きくなる一方であった。特

に分散的で，個人所有の遊牧経済はよわくて，

不安定性がおおきかった。それは依然として自

然的あるいは半自給的な小規模商品経済なので，

社会主義工業化と全国民の畜産品に対する需要

を満足させるのに極めて重要な矛盾が存在して

いた。したがって，政府は牧畜業に社会主義改

造を行なう任務を提出し，これは社会主義牧畜

業を建設する唯一の正しい道と指摘した口

牧畜業の社会主義改造を行なう中で，政府は

新彊牧畜地域の特殊な情況から出発した。それ

は社会経済の構成，民族，宗教および牧畜業の

経済的メリットである。これを根拠に牧畜業の

社会主義改造の路線を規定した。平和的方式を

とり，労働者と遊牧民にたよる。それから団結

すべきあらゆる人と団結し安定的に牧畜生産

を発展させることを基礎において，次第に牧畜

業の社会主義改造を実現させることである。そ

して新しい社会主義的牧畜経済を設立する。以

上に規定した方針以外に“政策を安定させる，

方法は色々である，時間を長くおく"と言う経

営原則を提出した。牧畜業における社会主義改

造の内容はと主に二大部分に分けられる。それ

は労働者と遊牧民に対する個人経済の改造と牧

主経済の改造である。

牧畜地域における労働者と遊牧民の個人経済

の社会主義改造は，個人の意思によって互いに

利益を見合うようあるいは国から補助する原則

である。互助組と合作社を互いに結合させなが

ら，次第に前へ進む方法をとった。民主改革に

おいて，すでに草地の公有を実現させてあるか

ら，遊牧民の合作社に入社する時，主に家畜入

社の問題を解決することだけである。家畜は生

きている動物であり，生産資料であれば，生活

資料でもある。自然にたよって家畜生産を行な

う時，ちょっと気が付かないと，損失をこうむ

りやすくなる。牧畜生産のこの特徴を基礎にお

いて，家畜の入社において完全に遊牧民の意思

によって，地元の情況にあわせ，多種多様の方

法をとった。例えば:(1)生む年齢の雌の家畜を

頭数によって入社させ，労働力と家畜を株とし

て入社させ，この株の比例によって，当年度に

繁殖された小家畜と畜産品が個人に分配される。

(2)家畜を入社させる時，価格を株で計算し，そ

の比率によって利益を分配する。 (3)家畜が株で

計算され入社する時，家畜株に固定利息をつけ

て支払する。それから労働者は労働量によって

収入を得る。 (4)家畜が価格で計算され入社する

時，全額を分割して支払する。どれの方法をと

っても，完全に遊牧民の意思によって，地元の

情況に合わせる方針である。それに社員が自分

にも必要な家畜をのこすことが許される。

牧主に対する改造は，遊牧民の個人経済の改

造が成果を得て，牧畜地域の合作化運動がかな

り発展され，それに牧主経済がもっと発展され

て行く中で労働力が不足になり，雇用が困難で

ある情況があらわれて， 1956年から始まってい

た。当時の牧主人口は全人口の約 1割を占め，

家畜頭数はそれの10%を占めた。政府は，彼ら

に対して，平和的に買いもどす政策をとったo_

主に公私合営牧場を設置し彼らを合作社に入
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社させる形式である。それに牧主の自由意思に

よる。政治的に，彼らとたえまなく団結し仕

事と生活にできとうに按分してあげる政策を実

行した口かくて，大部分の牧主がかなり順調に

社会主義改造を受けたD また彼らを自分で自給

自食できる労働者にならわさせた口

農業地域あるいは半農半牧畜地域の牧畜業が

農業の中に占める比率は大きくないけれども，

これらの地域における家畜の数は少なくない。

大部分の農耕用家畜，または豚と家畜の全部が

農業地域あるいは半農半牧畜地域において飼わ

れている。農村の社会主義改造の中で，これら

の家畜に対してそれぞれ違った政策をとった。

農耕用の家畜は農業生産の基本の生産資料であ

るから，一般的に価格で計算して農業合作社に

入社させ，分割払いの方法を実行した。牛また

は羊と言った家畜に多種多様の方法をとった。

(1)家畜は価格を株で計算じ入社させ，比率によ

って利益を分配する。 (2)家畜は数によって入社

させ，合作者と牧主の間に，比率によって，小

家畜と畜産品を分配する。 (3)家畜を価格で計算

し分割払いすることである。どれの方法をと

っても，社員に必要な家畜をのこして，それを

発展させるようにはげんだ。

とにかく，牧畜業における個人経済の社会主

義改造の実験点が1952年に始まった口先に牧畜

地域に臨時的にまたは季節的に互助組を実験し

た。 1954年から長期的な互助組を実験した。

1955年の春からウルムチで、三つの牧業生産合作

社を実験した。このように，点から全地域まで，

実験から普及させるようにじて，良い経験を集

めた。 1956年から牧畜業の全般的な合作化過程

が始まった。 1956年の春，全新彊において，

100をこえる牧畜業者を組織し， 4000をこえる

牧民家族を入社させた。同時に，農業合作社に

入社したそれを含めて18，000戸になる。全戸数

の45.3%を占める。それから互助組が6000まで

増えて，加入した遊牧民が46，000戸となり，全

戸数の 38.61%となった。合作社と互助組に加

入した遊牧民の戸数は全戸数の 53.64%であっ

た。牧畜業合作社は，牧場の移動，飼養管理，

自然災害をさける，良い品種の普及，農業と牧

畜業を結合する，兼業経営と生産を発展させる

面において，互助組より良いメリットを見せて

くれた。例えば，牧畜業社は冬に使う草の貯蔵

量は互助組より倍ぐらい多い。管理方法を改善

させてから，合作社にはi羊の二子率が普段よ

り10%から15%まで高くなった。二代から三代

の雑種羊の比率も互助組より 14%ぐらい高い。

兼業収入もJ互助組のそれより10%ぐらいのび

た。それに合作社は飼料基地を拡大して，草地

を計画し次第に遊牧民を定住させた。これが

遊牧民の移動から起こる家庭生活の不便を解除

しかっ牧畜地域の政治，経済または文化の発

展を早めた。

以上によれば，政府は各地域の具体的な情況

と牧畜経済の特点を基礎において，地元または

家畜の便利に合わせてあらゆる改造方針と政策

をとった。農業は1956年，牧畜地域は1958年に

おいて，それぞれ社会主義改造をなしとげて，

全面的な合作を実現させた。全改造家庭におい

て，ソ連または東ヨーロッパの国に表われた大

量に家畜を屠殺することをさけて，牧畜業の発

展を有力に動かした。これと同時に，政府は牧

主経済に対する社会主義改造に平和的方法をと

って，牧主が好意を持って，公私合営牧場を組

織することを実現させた。 1958年の春において，

公私合営牧場を建立することは完成した。 1958

年春に，全新彊において1716の牧畜業合作社が

設立され， 154の公私合営牧場が建立された。

入社入場した牧民は 8万戸余りで，農業地区に

おけるそれを合わせると 9万戸余りになって，
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全新彊の牧民戸数の82%となった。全新彊の入

社，入場した家畜と国有家畜を合わせて1550万

頭で，全新彊のそれの88%であった。

新彊に民主改革と社会主義改造が行なわれる

と同時に，政府は牧畜業の全民所有制度の建立

と発展を非常に重視した。全民所有制度は社会

主義牧畜業の主導部分であり，牧畜業発展の行

き先を代表している。 1950年新彊に五つの地方

国営牧場を建立した。 1959年において46まで発

展した。 1950年に比べると 8倍まで増えた。

1950年に，地方国営牧場の各種家畜頭数は 3万

余りで， 1959年まで72万頭まで増えて， 1950年

の20倍となった。公私合営牧場の各種家畜 280

万頭を加えると約 360万頭で，全新彊の19%で

あった。地方国営牧場は家畜の数を増加させる

面において，成績を上げるだけでなく，家畜の

質と新しい品種の改良の面にも成績を上げた。

数多くの牧場が国の良種家畜の基地となり，毎

年区外に数多くの良種家畜を輸出して，全国の

牧畜業生産の発展に力を尽くした。また，区内

の別の牧畜業の発展の教材またはリーダとなっ

fこo

合作化を実現させて後，生産関係が必ず生産

力の性格に照応しなければならないと言う原則

にしたがって，生産関係を十分に安定させかつ

そのメリッ卜を発揮させて，力を集中し生産

を発展させるべきだった。残念なことに，調査

研究は不足で，頭を冷やすことができなくて，

以上の原則に背をむけてしまった。農業合作社

が経て一年たらずで，牧畜地域の合作化が終っ

たばかりの時，そのメリットを十分に発揮させ，

発展家庭においての問題が表われ，生産力の発

展が一歩と進んでいない内に生産関係の改革を

行なってしまった。 1958年何ヶ月の間に人民公

社化を実現させた。そうすると，牧畜業改造の

中で得た経験をなくした。それに，公社化の初

期，大集団に生活するとか， “共産風"とか全

国に広げられ，みんなに同じ分配をする，財産

を調整すると言った不合理的な経営方式が表わ

れた。それから，商品経済または等価交換，価

値原則と労働量によって分配すると言った経営

原則を否定した。これによって労働者の生産に

対する積極性をいため，農業と牧畜業の生産力

を破壊した。農業と牧畜業の生産が急に下落し

彼らの生活もある程度で困難に落してしまった。

新彊の牧畜業生産水準が1952年の水準にもどっ

てきて，公社化の運動によって大きな損失をこ

うむった。その後， このことが政府の注意を起

こさせた。したがって，政府は国民経済あるい

は農村と牧区の生産関係に対して，あらゆる調

整を行なった。 1961年の年末に，政府は基本的

な利益計算権を生産隊までおろすことを決定し

1962年にまた《人民公社工作条例)) (草案)を

発表して，農村と牧区に対しての“三段階にお

いて所有をさせ，小隊を基礎とした段階別利益

計算，等価交換，労働量によって分配する“制

度を明かに規定した。このことによって生産関

係が基本的に安定され，農業と牧畜業の生産が

発展と回復を見せた。したがって，新彊の家畜

頭数が1955年1， 646万から1965年の2，697万と発

展された。

しかしこのような調整が人民公社の中に起

きている問題を根本から改善させることができ

なかった。この時，特に合作化の過程において

作られた各種形式の生産責任制と労働ノルマ管

理などが基本上否定されていた。それに，集団

労働，利益の統一計算，統一分配と言った管理

方法は農村と牧区の具体的な情況に合わなし、か

ら，依然として農民と牧民の生産積極性をおさ

えていた。この原因から生産の発展速度が遅れ

て，農民と牧民の生活に特に改善が見られなか

った。それから中国では66年から1976年まで
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“文化大革命"が起きて，ふたたび生産の破壊 年には，全新彊の年末の家畜頭数は29.9%増加

が起きていた。したがって牧畜業も国民経済の され， 10年間に家畜の商品量と自食量は 121.9 

別の部門と同じように停滞状態におかれていた。%まで増加されていた，社会に対する商品化さ

れた家畜頭数は 166.6%までのび，肉類産品は

3.新彊牧畜業の近年来の発展情況

10年間の“文化大革命"が終ってから，特に

中国共産党第11回中央委員会第 3次全体会議以

後，新彊の牧畜業生産は国民経済の各部門と同

じように安定的な発展軌道にのせられた。これ

以前の28年間において新彊牧畜業の発展は曲り

路をあゆみながら，何回ものショックを受けた。

近年の10年改革を経て，新彊牧畜業生産の発展

が有力に進められた。 1978年に比べると， 1987 

近年の全新彊の羊生産の状況

131. 9%のび、た。羊毛は52.5%，牛乳は194.2%，

たまごは 170.4%のび

計算すれば，牧畜業の総生産価値は 104.4%増

加した。 1988年において新彊の各種家畜頭数は

1978年の2476万9800頭から増えて3275万頭にな

ったD このうち，羊は約70%を占めるので，新

彊の羊の生産は比較的発展している。その具体

的な発展状況は次の表に示めされている通りで

った。

単位:万頭

年
1976 1978 1980 1982 1984 1986 1988 

項 目

羊の総 頭数 1562.82 1577.54 1716.54 1920.58 2023.64 2119.70 2278.22 

そのうち:
576.45 659.81 785. 77 917.85 987.03 1017; 80 1151. 01 

細毛羊の頭数

(%) 
36.9 41.8 45.8 48. 8 48.8 48 50. 5 

細毛羊の比率

表から分かるように，新彊牧畜業における羊

生産は重要な地位を占めている。それは数の増

加だけでなく，質の面でも高い水準まで行って

いる。例えば細毛羊の比率は1976年の36.9%か

ら1988年の50.5%まで増加した。 10年の改革以

来，新彊の各種家畜の頭数は比較的大幅に増え

ている。すなわち1978年の 2476.98万頭から

1988年の 3025.58万頭までと増えていて，年平

均 100万頭の発展速度で，歴史になかったこと

である。とにかくこの10年以来，牧畜業生産状

態は一般的に良いのである。これは各種生産指

標から表わせるだけではなくて，質からも見る

ことができる。例えば1976年新彊の肉の生産は

9.65万トンで， 1988年に24.5万トンとなった。

新彊牧畜業の発展には，特に草原牧畜業の発

展には独特の自然資源条件がととのえられてい

る。新彊の草地の総面積は8000万ヘクタールで，

全国のそれの50%である。その中に可利用草地

面積は5040ヘクタールで，全国のそれの22.8%

である。全新彊の一人当りの草地面積は 4ヘク

タールで，全国のそれの11.3倍であり，全世界

の 5.5倍である。全国に比べれば内モンゴル自

治区の次に入って，全国で 2番目である。草地

の形は多種で，全国で l番目であり，ある上等
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草地は世界で余り見られない程である。新彊の

天然草地は三つの種類に分けられる。すなわち，

放牧草地，草を刈る草地と両方の兼用草地であ

る。

しかし天然草地の利用において，地形と気

温などの自然、的制限から季節的に利用する特徴

を有している。冬草地が不足する問題は新彊天

然草地における重大の問題である。面積と家畜

可飼養量の分配から見れば，夏草地と夏秋草地

は1667万ヘクタールで，全草地の33%を占め，

家畜可飼養量は5465万羊単位であるが，草地利

用期間は 3ヶ月たらずである。冬草地と冬春草

地は1500万ヘクタールで，全草地の29%であり，

家畜可飼養量は， 3000万羊単位であり，利用期

間は4ヶ月以上である。春，秋草地は約1400万

ヘクタールで家畜可飼養量は2892万羊単位だけ

で，利用期間は4ヶ月から 5ヶ月までである。

新彊の天然草地の利用に季節的特徴があること

以外に，草地水分の分布も不合理である。人と

家畜に水を供給する問題は草地利用において解

決しなければならないことである。この問題か

ら，ある草地に草があっても水がないので，利

用できない。全新彊の水の不足する草地は1667

万ヘクタールで，全草地の有効利用面積の1/3

である。したがって，水のある草地に放牧しす

ぎて，水のない草地に放牧が十分にできない。

当然のことながら，今の情況では天然草地の牧

草の生長に必要な水分は天然降水量に依存しな

ければならなL、。このように気候条件の変化の

影響を受け，年度聞における草地の産草量はと

ても不安定である。これが草原牧畜業生産の不

安定を起こさせる。この上に新彊の草地は30年

来の破壊も残酷である。虫またはねずみの草地

に対する破壊のほか，人工的な破壊もかなり大

きい。統計によれば， 30年間に，全新彊の開墾

された冬春草地と採草地は 330万ヘクタールを

こえる。可利用草地面積の 7%以上を占める。

上述の人工的または自然的な破壊は，新彊の季

節における草地面積のバランスがくずれる矛盾

を一歩重くさせ，牧畜業の発展に対する影響が

大きい口何と言っても，新彊では天然草地の自

然資源自体は草原牧畜業を発展させる主な物質

的基礎である。したがって，草原牧畜業におい

て，草地の合理的利用を実現させ，草地の保護

と建設または草地の生産性を高めなければなら

ない。そして，次第に草地と家畜のバランスを

実現させ，良い生態システムを維持させること

である。それと同時に基盤建設を強め，生産条

件を改善させることである。新彊の牧畜業は生

産条件の後進的原因から，自然災害を防ぐ能力

が弱いので，自然にたよって家畜を飼う条件に

おかれている。自然災害の程度によって生産量

が左右され，降水量の大きさによって生産力が

上がることになっている。このような自然状況

によって左右されることから解放されるために，

基盤設備の設置を強め，生産条件を改善させな

ければならない。これが新彊の牧畜業が継続的

にかっ安定的に発展とげる基本点である。ここ

での基本的な問題は草地の基本建設のほか，水

利建設を強めなければならない。なぜならば，

水利建設自体が草地建設の核心であり，水があ

ってこそ草があり，それから家畜がある。水利

は牧畜業の命でもある。このほかに家畜舎の建

設である。畜舎があれば家畜が安全に冬と春を

たえていくし，草原牧畜業の発展に良い基盤を

あたえてくれる。

人類の歴史から見れば，昔の牧畜業は，人間

が野生動物を訓練することから形成されていた。

当時の社会生産力が低くて，訓練された家畜の

数も品種も少なかった。それに人間の住んでい

る所のまわりにおいて，家畜を飼う飼料と草は

完全に解決できていた。これが牧畜業の初期の

po 



経営方式は家庭が定住して家畜を飼うことであ

った。社会生産力の発展につれて，家畜の数と

種類が増えて行く中で，家畜に必要とされる飼

料と草は大量に増えて行き，定住しながら家畜

を飼うことができなくなった。したがって生産

の発展を満足させるために，新しい経営方式が

表われた。それが， “逐水草而居"と言う遊牧

方式である。遊牧経営方式は原始的定住経営方

式の否定と発展である口 “逐水草而居"と言う

経営方式は伝統的な古い経営方式であるが，各

種地形の天然草地を十分に利用し自然資源の

メリットを発揮させる面ではかなり良い方法で

ある。そうでありながら，これが一種の自然に

左右される後進的経営方式であるから，かなら

ずこのような伝統的古い経営方式をあらためて，

遊牧民を完全定住か半定住させるようにしなけ

ればならない。なぜならば，それは何千年来遊

牧民が水と草によって放牧を行い，季節によっ

て移動する原始的生産と生産方式をあらためる

の一つの革命である。それに牧畜業の発展を早

め，牧民の経済を振興させる一つの戦略で、ある。

定住してからこそ草を植える面積を拡大して，

生産基盤を建設することができ，科学的に家畜

を飼いまた管理して兼営を発展させられる。そ

れに，文化，教育と衛生を発展させ，遊牧民の

素質を高めて，生産と生活の便利をはかること

ができる。定住こそ牧畜業の近代化の道である

と言える。したがって，新彊自治区政府は，草

原牧畜業の定住問題は牧畜業の古い状態を改善

させる重大の問題と見ている。草原牧畜業が遊

牧経営方式から定住また半定住に変るようにな

るのが生産発展の必然、的結果である。定住また

は半定住は新彊草原牧畜業を発展させるための

有利条件となる。

新彊牧畜業生産を発展させるための有利条件

は以上に述べた条件のほかに優良な家畜品種資

源もその一つである。新彊の各民族は長期生産

実践の中で，豊富の生産経験を集めていて，数

多くの家畜種類をそなえている。歴史上，新彊

は中国の牧畜の放牧が非常に発達した地域と見

られている。牛，羊，馬等は新彊の主な家畜で

あり，広い草原がこれらの家畜の生活場所であ

る。多くの人々が分っているように，新彊は中

国では面積の一番大きい地域であり，中国面積

の1/6である。全新彊の土地面積の中で，山は

27.5%，丘は21.8%，平原は28%，砂漠は22.4

%，水面は 0.3%を占める。これから分るよう

に，新彊では各地域の自然条件と社会経済条件

に差異がある。これは必然的に家畜の各地域に

おける自然分布状態を決定している。

牛，羊，馬は新彊の特産である。各種家畜の

中で，羊の比率は 1番大きい，山羊は 2番目で，

牛はその次となっている。新彊だけで，羊は全

国の20.3%，山羊は6.4%，馬は9.5%である。

とにかく，新彊の家畜資源は極めて豊富である。

家畜の数だけではなく，種類が多くて，分布も

広い，品種も良いことで，中国の主な家畜種類

の基地となっている。ある優良品種は新彊牧畜

業経済の中で重要な地位を占めるだけでなく，

全国にそれの中にも大きい影響をあたえている D

これらの貴重な家畜資源は新彊牧畜業の近代化

を実現させるための基礎ともなる。

新彊牧畜業生産の発展において，多方面の有

利な条件があるけれども，牧畜業発展の中で存

在している問題点は少なくない。例えば，牧畜

業における科学技術の普及，牧区の兼営(兼業)

問題，牧区の教育，衛生と交通運送，牧畜業の

管理体制等における問題点は数多く存在してい

る。それらを研究またはさぐるべきである。本

文において，牧畜業の中で存在している数多く

の問題点についてふれないことにしたD

円
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新彊ウィグル自治区の牧畜業の現状と課題

新彊ウィグル自治区は中国の一番西側にあっ

て，ソ連，モンゴル人民共和国，パキスタンと

言った国々と隣接している。新彊地域の真中に

天山山脈があって，北側を北新彊，南側を南新

彊と言う。北新彊の北側がアルタイ山脈，サル

山脈にかこまれ，南新彊の南側が略刷昆倫山脈，

見倫山脈，阿が全山にかこまれている D 新彊の

北から南にかけて，准鴫ク]¥;塔里木，吐曽番と

言う三大盆地がならんでいる6 新彊の全面積は

中国の六分の→を占める，天山山脈やアルタイ

山脈やサル山脈の頂上が積雪と氷によって，巨

大な固体水タ守ムが形成されている。したがって，

新彊は美しい緑の牧場とオ7シスを有している。

甫爾加甫

(新彊八一農学院農業経済学部)

また独特の牧草資源，飼料資源と家畜資源の産

地である。これが新彊の牧畜業の発展に対して

良い自然条件を当えている。

何千年も前から，新彊に住んでいる各民族が

この自然、条件にたよって，家畜生産をいとなん

で，生活を維持して来た。未だにモンゴ、ル，ヵ

サプ，キルクス，タジクと言った民族が主に家

畜生産をいとなんでいる。これ以外の民族が農

業をいとなむけれども，家庭内に家畜を飼養す

る習慣がある。かくてi牧畜業自体は新彊国民

経済の中に重要な地位を占めている。それに新

彊は我国の五大牧畜地域の一つであり，家畜頭

数は二番目に多いのである。これほど大きい牧

冬春草地の牧畜農家(新彊ウィグル)
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畜生産地には研究すべき事柄が数多くあるけれ

ども，本報告において新彊牧畜業の現状と課題

について述べておく。

1 .新彊の草地資源と分布状態

新彊の全草地面積12億畝，全国の天然草地面

積の 22. 6 %である。この中に再利用草地面

は7億5千6百万畝で，全国のそれの22.8%で

ある。

新彊の草地を季節に分けて見ると，夏に利用

する草地は 1億 6千 8百万畝，新彊草地面積

22.2%である。夏秋に利用する草地は 8千4百

万畝， 11. 1%，春秋に利用する面積は 2億5百

万畝， 27.1%である。冬春に利用する草地は 5

千5百万畝，全面積の7.33%，冬に利用できる

草地は l億6千6百万畝で，全面積の22.2%-で

ある。それから一年中利用できる草地は 7千7

百万畝で，全面積の10~ 2%である。草地面積か

これほど多くあるけれども，草地の質と面積と

家畜可飼養量によって，新彊草地をながめれば，

表 1のようである。

表 lに示してある優等草地と言うのは，質の

高い禾本科と豆科牧草である。疹草科，禾本科

を良等草地と言う。質の低い禾本科と雑類草を

主とする草地を中等草地と言う。

以上は新彊草地を質と季節と家畜可飼養量に

よって見たものである。しかしこれらの草地

面積が各地区と各州にどのように分布されてい

るかと言うと表2を参考されたい。

草地には主として二種類の草地がある。一つ

は山地草地で， もう一つは平原草地である。山

地草地は主にアルタイ山脈の西南斜面，准暗~

盆地西北側の山地，天山山脈の山地，昆倫山脈

の北側斜面とパミール山脈の東はしである。こ

れ以外には，最近人工草地が建設されているが，

規模はそんなに多くはない。人工草地には草を

羊の放牧(新彊ウィグル)
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表 1 新彊各類草場質量等級

季節草場 夏 士暴 春 秋 場

面積及
載畜量 面 積 載畜量 面 積 載畜量

等級

優 3952. 2 1518. 5 425. 0 120.1 

良 11240.5 2915. 3 3167. 3 746.9 

中 1623. 8 277.0 6181. 3 957.4 

{邑 7. 4 O. 6 9424. 1 961. 8 

劣 1302. 0 106.2 

メE語3、 計 16823. 9 4711. 4 20499. 7 2892.4 

※載畜量は夏，夏秋および全年牧場の合計

(資料:中国科学院新彊綜合考察隊)

会ζ 場

面 積 載畜量

890. 2 204. 5 

6344. 6 1240. 5 

7526. 7 1114. 5 

1701. 8 112.9 

163. 9 11. 1 

16627. 2 2683. 5 

単位:万畝，万頭

夏 秋 場 会ζ 春 場 全年牧場 計 ※ 

面 積 載畜量 面 積 載 畜 量 面 積 載畜量 面 積 載畜量

52677.4 1518.5 

2122. 8 280.4 307. 3 34. 1 0.2 0.1 23182. 7 3195.8 

2446. 3 224. 3 191. 7 20.5 3592.9 532. 0 21562. 7 1033. 3 

2618. 6 165. 7 4965.4 289. 9 2017.3 130.2 20734.6 296. 5 

1256. 0 83. 2 93. 3 5. 1 2092. 9 109. 1 4908. 1 192.3 

8443. 7 763. 6 5557. 7 349. 6 7703. 3 771. 4 75655.5 6236.4 
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表 2 新彊天然草場季節和地区分布表

季節草場 夏 t曇 春 秋 士曇 匁 場 夏 秋

面積及

地州 載畜量 面 積 載畜量 面 積 載畜量 面 積 載畜量 面 積

名称

阿靭泰地区 5102.6 1705.0 7145.5 1031. 5 2947.8 409. 5 

塔城地区 1817. 0 478.4 3874.9 439. 5 4102. 1 757. 3 

伊型地区 2762. 8 1042.9 1169.9 346. 1 1910. 5 423. 5 

博クf塔註蒙
743.5 186. 7 828. 7 101.6 861. 6 166. 2 

古自治州

昌吉田族
1066.8 299. 7 3168. 3 441. 8 2758. 7 407. 5 

自 y台 州、|

暗密地区 466. 2 132.1 1847. 6 198.3 1670. 6 230. 6 

吐魯番地区 607. 7 112.5 697.0 69. 5 380. 3 60. 6 

巴音郭拐蒙
2408. 0 477. 5 817.4 124.1 839. 8 118.4 3740.8 

古自治州

阿克蘇地区 1351. 3 211. 2 890. 8 128. 1 880. 3 89. 3 

克孜靭蘇何~
498.0 65.4 59. 6 11. 9 275. 5 20.6 1819. 3 

克孜自治州

曙什地区 951. 1 

和田地区 1932. 5 

-&ヨL 言十 16823. 9 4711. 4 20499. 7 2892.4 16627.2 2683. 5 8443. 7 

(資料:中国科学院新彊綜合考察隊) 注: 1.載畜量は夏，夏秋及び全牧場の合計

2. 載畜量は綿羊を基準にして計算した。

単位:万畝，万頭

場 主ζ 春 t~ 全年牧場 言十 ※ 

載畜量 面 積 載 畜 量 面 積 載畜量 面 積 載畜量

15195. 5 1705.0 

9794. 0 478.4 

5843. 2 1042. 9 

2433. 8 186. 7 

6993.8 299. 7 

3984.4 132.1 

1685.0 112.5 

283. 7 1987.5 94. 0 3118.0 333. 2 12911. 5 1094.4 

1976.3 163. 0 5098. 7 374.2 

238. 7 923. 1 69. 3 121. 1 10. 3 3696.6 314.4 

81. 5 865. 9 59. 5 1565.8 157. 0 3382. 8 2381. 5 

149.7 1781. 2 126. 8 922. 1 107. 9 4635. 8 257.4 

753. 6 5557. 7 349. 6 7703. 3 771. 4 75655. 5 6236.4 



パインブルグの夏草地(新彊ウィグル)

南山牧場(新彊ウィグル)

- 22-



表 3 各地区と州及びとんでんへいの家畜頭数 (1988年末)

単位:万頭数

地区(州) ぷEhコ 2十 牛 良種及改良牛 馬 騒馬 E車. 路 駐 目家 ゃ ぎ 羊 良種及び改良種羊

~ 計 3333.32 293.32 38.76 103.33 111. 02 2.54 16.48 78.85 410.89 2278.22 1151. 01 

ウルムチ市 52.68 4.22 0.42 1. 77 0.82 0.03 0.25 1. 19 9.47 34.51 22.54 

カラマ イ 市 5.10 0.30 0.04 0.09 0.01 0.04 0.07 0.40 3.52 0.20 

トルファン地区 84.13 2.60 0.04 1. 01 4.67 0.41 0.25 0.50 9.23 65.42 

ハシ地区 100.87 5.32 0.06 3.43 3.03 0.21 1. 78 3.10 26.86 57.08 21. 87 

昌 吉 州i 237.26 12.77 0.76 7.55 5.06 0.33 1. 85 15.35 26.39 167.20 102.54 

イリ地区 429.02 50.53 13.50 31. 31 3.48 0.02 0.50 7.63 13.75 308.30 217.39 

タチ ン地区 288.16 19.52 4.99 12.10 1. 02 0.16 2.81 6.56 35.05 205.95 167.18 

アルタイ地区 231. 90 33.02 5.14 13.68 0.06 0.01 4.05 1. 61 30.98 143.35 1凹.88

ボルタラモンゴ

86.60 6.14 0.77 2.63 0.41 0.01 0.35 2.82 4.86 68.61 54.30 
ル自治州

ノ〈卜ンゴロン

231. 55 17.61 0.65 7.47 5.15 0.06 1. 12 4.15 37.53 157.81 38.64 
モンゴル自治州

アクス一地区 348.61 34.53 2.73 8.69 13.73 0.50 0.81 1. 75 95.90 189.97 97.11 

クズロスキルク
131. 06 12.89 0.02 2.70 4.74 0.98 0.10 33.60 75.95 21. 75 

ズ自治州

カシカル地区 467.67 62.63 4.27 4.86 39.74 0.14 0.48 0.71 49.91 304.20 笥.90

ホタン地区 302.92 17.71 1. 69 1. 81 24.62 0.46 0.64 1.曲 18.83 236.04 日.85

とんでんへい 335.79 13.44 3.68 4.09 4.75 0.20 0.57 30.62 18.13 260.31 220.86 

(1989年新彊統計年鑑より作成.県毎の家畜頭数は省略)
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刈る草地と草を刈ってから冬に家畜を放牧する

と言う草がある。

2.新彊の家畜資源とその分布

新彊は独特の家畜生産条件をそなえている。

新彊の遊牧民は長期的な家畜生産の実践の中で，

家畜飼養経験を色々有していて，それに数多く

の家畜品種をそだてている。例えば，カサフ馬，

イリ馬，キルクス馬，モンゴル馬とカサフ牛，

モンゴル牛，カサフ羊，新彊細毛羊がそれであ

る。かくて，新彊は歴史上我国の家畜放牧の非

，常に発達したところになった。新彊の遊牧民の

主にかかっている家畜は羊，牛，馬，山羊，賂

舵である。これらの家畜は，新彊各地の自然条

件または社会経済条件の制限によって，放牧さ

れる所を異にしなければならない。表3を参照

されたい。表によれば，北新彊の家畜は南新彊

のそれよりも多い。それに馬，猪または賂舵は

北新彊の特徴的家畜である。逆に騒馬は南新彊

の特徴的家畜である。全新彊について言えば，

羊，山羊と馬は新彊地域の特徴的家畜である。

新彊の家畜生産(放牧〉を 6地域に分けるこ

とができる。第一の家畜放牧地域はアルタイ山

脈の南斜面である。この地域は脂啓羊(大尾羊)， 

牛，馬と賂舵を生産する所である。この地域は

新彊の北側にあって，アルタイ，ハパフ，ブル

ジン， ジムナイ，フノ、イ， ココトノ¥イとチング

ルと言った七つの県を含むo 1988年この地域の

家畜頭数は 231万9千頭であり，そ内牛は33万

2百，馬は13万6干8百，賂蛇は 4万5百，や

さは30万9千8百，羊は 143万3千5百である。

この地域に家畜を生産する主な民族はカサフ民

族であって，遊牧に使う移動距離は別の地域に

比べて一番長い地域である。

第二の家畜生産地域は准鴫か西側の山地であ

る。この地域には肉と毛を兼用する細毛羊，兼

牛の放牧(新彊ウィグル)
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用牛と馬を生産する口この地域は天山の北山元

と准鴫が盆地の西側であり，タチン地区のウォ

シ，タチン， トリ，ユウシンと木ブグサル県ま

たはキ一トン市と独山子市を含むD

第三の家畜生産地域は天山の北斜面である。

この地域では肉と毛を兼用する細毛羊，牛，豚，

馬とらくだである。これは天山の北斜面の西側，

中部と東側であるD ここにイリ地区，ボルタル

モンゴル自治州，タチン地区のウスー県とサワ

ン県または石河子市，昌吉田族自治州，ハミ地

区のパクリン県，伊吾県とウルムチ市を含む。

この地域の東西長さは一千二百キロ，南北の広

さは二百キロである。

第四の家畜生産地域は天山の南斜面である。

この地域に細毛羊，兼用牛，牛毛牛，騒馬，山

羊を生産する。この地域はアクトー，ウチャー，

アトシー，アホチー，ウシー，温宿，和静，ヤ

ンジ，ホシュート，博湖， トルファン，都善，

卜クシュン，ハミと言った県を含むD

第五の家畜生産地域はタリム河沿であるO こ

こに莱皮羊，兼用牛，騒馬，山羊と賂蛇を生産

するD この地域の北部は天山の南斜面，東は羅

布波，南部はタクラマカン砂漠である。ここは，

パインゴロンモンゴル自治州のクル口県，尉型

県，輪台県，アクスウ地区のクチャー県， シン

木県，サヤ県，アクス県，アワティ県， コピン

県とカシガル地区の 9つの県で、あり，面積は22

万l千6百平方キロで、ある。

第六の家畜生産地域は見倫山の北山元である。

ここで半粗毛羊，牛，騒馬，山羊を生産する。

この地域は新彊の一番南にあるので，タシコル

ガンを始め11県を含む。以上は新彊の全家畜の

放牧され，移動される六つの大きな地域である。

この六の地域には自然の草と水が豊富にあると

見なされても良いである。

羊の搾乳(新彊ウィグル)
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新彊家畜の飼養と繁殖

新彊家畜の飼養と繁殖は，依然として牧畜業

の経営形態に直接関係する。依然として，草原

牧畜業はあいかわらず新彊牧畜業の主な形態で

ある。天然草地は新彊家畜の唯一の生活と繁殖

する所である。新彊の家畜は天然草地を利用す

る時天然草地に対する自然条件(光照，気温，

降雨，降雪量)によって季節的に利用する。し

たがって水と草の豊富さによって，一年中の放

牧形態と季節的の移動式放牧形態をとっている。

季節的に移動して家畜経営するところはアル

この時家畜は分娩時期であるから，一日の移動

速度はそんなに早くない。二十日間ぐらし、かか

って春草地にやって来てすぐに家畜は分娩し始

める。ここで家畜のとまる所を消毒する。これ

は小家畜と小家畜を生む家畜に伝染病が流行し

ないように防疫しているところである。この時

期は遊牧民にとって一番忙しい時期となる。こ

こで家畜が生み終ってから，小家畜の訓練が行

なわれる。春草地に止まる期間は春草地と夏草

地の距離と春草地可飼養能力によって決まる。

それから夏草地に移る。夏草地の水と草が豊富

タイ地区，タチン地区，イリ地区，ボルタルモ であるから，家畜はここでふとるチャンスを得

ンゴル自治州，ハミ地区とトルパン地区である。 る。冬と春にやせた家畜はここで体力を回復す

例えば，アルタイ地区のココトハイ県の草原牧 るし夏草地を家畜は多くても 2ヶ月ぐらい利用

畜の移動期間は全新彊で一番長い所である。ー して，秋草地に移る。大部分の家畜生産地域は

年の四季における放牧移動日数は約97日聞かか 秋と春の草地を同じ所にする。家畜は秋草地に

る。ある地域の移動期間は 4日間かかる。ココ 雪がふるまで住んで， 11月ごろ冬草地に移る。

トハイ県の家畜は冬草地を放牧されかっ利用し そして，来年の春まで冬草地に住むのである。

てから，雪を追いながら春草地に移動される。 新彊の草原牧畜経営方式このようである口

カサフ族の包(新彊ウィグル)
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1983年の経済改革以前の家畜経営方式は次の

ようである。全新彊に86の県がある。その中に

草原，牧畜を経営しない県が数少ない。県の下

に“公社"がある，言わゆる“人民公社"であ

る。公社の下に 4つぐらいの“大隊"と言う生

産単位があって，その下に“小隊"と言う生産

単位があるO 農業と牧畜業をする公社があれば，

両方を兼用する公社もある。その時家畜の経営

は専門的に行なわれた。羊，山羊，牛，馬と賂

舵は皆それぞれあたえられた遊牧民によって放

牧された。例えば，羊を放牧する遊牧民は l家

族400--600頭数を一年中に放牧する。山羊を放

牧する家族は300ぐらい，牛は150ぐらい， らく

だは70--80ぐらいである。しかし馬は違う。

馬の移る距離は長いしそれに移動速度を早い

から， 15人ぐらいの単身の若者にまかせられた。

1983年の経済改革の後，以上の経営方式を止

めて， “鉄畜"と言う経営対策をとった。 “鉄

畜"と言うのは全公社の各種家畜を一家族ごと

の人数に分ける。例えば一家族に10人があれば，

その家族に羊60個，馬 3匹，牛3頭， らくだ 1

峰ぐらいをくばる口これらの家畜は元の数が変

化しない。言いかえればへらしてはいけない。

増加した家畜を家族自身で処理する。それに少

々の課税がある。これを“鉄畜"と言う。それ

と同時に草地の面積と家畜の定住点を遊牧民に

分けて規定された。 1983年からの事実から見れ

ば，遊牧民は家畜と草地の経営権をにぎって，

第一義的な植物生産を基礎とした第二義的家畜

生産をうまく結合することができた。したがっ

て，牧畜経営において，人，草，家，責任，権

力と利益を統一することができ，農牧民の経済

条件が絶え間なく改善されている。

4.課 題

新彊の天然草地に三つの分類がある。それは

放牧草地，採草地と前者の両方を兼用する草地

である。その中で，面積の多い分布の広いのは

一一一一一J …、山川一一…~一一一一"一…_--，一一_._....~-ー

冬春草地(新彊ウィグル)
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羊の収容施設(新謹ウィグル)

冬春草地の給水用井戸(新彊ウィグルj
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放牧草地である。

第一の課題は，季節における草地の家畜可飼

養量がバランス取れない。例えば，新彊におい

て寒い季節の草地は非常に不足である。草地面

積と家畜可飼養量の分配から見ると，夏草地と

夏秋草地の面積は 2億5千万畝であり，全草地

面積の33%を占める。家畜可飼養量は 5千4百

万羊単位，草地の利用時間は 3ヶ月たらずであ

る。冬草地と冬春草地の面積は 2億2千万畝で

ある。全草地のそれの29%を占め，家畜可飼養

量は 3千万しかないので，草地における利用期

間は 4ヶ月から 6ヶ月までである (1983年の新

彊家畜の頭数は3333万をこえている〉口春秋草

地は約 2億畝である。家畜可飼養量は 2千8百

万羊単位で，利用時間は4ヶ月以上である。

第二の課題は草地における水源の分布がノfラ

ンス取れない。この原因から草地が利用しにく

いか完全に利用できない。例えば，アルタイ地

区のエルトス河とウルング河の聞に広い草原が

ある。ここは乾燥草地になっていて，雪がとけ

なければ放牧することができない口したがって

冬が終ってから雪を追いながらこの草原をこえ

て春草地に移る。

用草地面積の 7%以上である。これらの草地は

質の良い冬春草地と草を刈る草地である。この

草地は主に農業によって使われてしまう。

第六の課題は草地を利用するだけで，合理的

に利用するとか草地を改善させて建設すると言

うことを重視されてなL、D これによって草地の

自動的破壊がまねかれる。

第七の課題は家畜の改良である。これは経済

改革の前とちがって，家畜は遊牧民に分配され

てしまい，組織的に改良するとか科学的防疫す

ることがうまく行かない。

第八の課題は家畜頭数の統計上の誤差で、ある口

新彊の家畜は1988年の年末3333万頭であると言

われている。それは“鉄畜"の上に課税された

家畜をたしただけのものか，それとも遊牧民の

私的家畜をもたしているか明白ではなL、。

新彊の草地資源が豊富で，面積も広い，草地

の型が多い，分布も広い等，草原家畜放牧に良

い条件を抱えているけれども，新彊の牧畜業に

は以上の様な問題点が存在している。このよう

な問題点を解決するために，草地を合理的に利

用するとか人工草地の建設をスピードアップさ

せ，寒い季節における草と飼養能力を良くする

第三の課題は，草地に生える草は年度におい 必要がある。したがって，完全に天然草地にた

て産草量は一定ではない。これは草地に必要と よって放牧する方式から，半放牧と半飼養を実

する水分は主に天然降水量によって決まられる。 現させることを目標にする必要がある。

したがって年度聞の降水量が変われば，草地に

おける産草量もそれによって変わるo

第四の課題は，各地区と各州に分布されてい

る草地は合理的ではない。ある地区の草地は広

い，ある地区のはせまい。同じ地区の夏草地は

広い，冬草地はせまい，あるいは夏草は不足す

れば，冬草地はあまる。

第五の課題は草地破壊である。 30年来全新

彊の破壊された草地は 5千万畝以上で、全可利

第九の課題は冬における家畜の畜舎の建設で

ある。これは非常に重要な課題である。新彊の

大部分の冬草地において家畜を冬の寒さと風と

雪から守る畜舎がない。これは春に生む家畜に

とても必要である。冬の寒さと風と雪にたえな

いで死亡する家畜の頭数は，パインゴロンモン

ゴル自治州のパインブルク大草原で何十万と言

う記録を作っている。
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内蒙古自治区における牧畜地区業の現状と今後の対策

内蒙古自治区は牧畜業を主とするわが国の重

要な畜産基地である。自治区の総面積は 118.3

万平方キロで，全国土総面積の 8分の l余りを

占めている。このうち，草原面積が86.7万平方

キロで，およそ全国の草原面積の 4分の lを占

めている。総人口は2093.9万人であるが，この

うち蒙古族が 307.3万人で，自治区総人口の

14. 7%を占めている。自治区管内には 9盟， 3 

市と 100県レベルの自治体， 1534の郷レベルの

自治体がある。

以下では，内蒙古自治区の牧畜業の現状，問

題点および、対策について論述する。

子 鉄夫

(中国内蒙古畜牧局)

1.牧畜業資源の概況

内蒙古自治区では面積が広く，地形の類型と

して，山地，丘陵，高原，平原，盆地，火山，

熔岩台地及び砂漠がある。これらが様々の家畜

の生存，繁殖の条件となっている。

内蒙古草原の類型については，東から西にか

けて，湛水湿草地，草原(乾燥原)，砂漠ステ

ップ及び、砂漠の四つがある。植物資源が豊かで，

種子植物には約113科， 655属， 2370種余りが

ある。中に飼料用価値の高い植物は約 900種余

りがある。優勢種などは 217種があり，禾本科

の牧草が首位を占め，次は豆科，その他は菊科

と蒙科などである。

羊の放牧(内蒙古)
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疾走する馬の群れ(内蒙古)

脇舵の放牧(内蒙古)
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内蒙古の家畜，家禽の資源は豊かである。現

在畜産品種が47種で，中に原産品種が24種，改

良新品種が17種，外国輸入の優良品種が6種あ

る。蒙古羊，蒙古馬，三河牛，三河馬，内蒙古

白毛山羊，双峰舵，辺鶏及び河套大耳豚などは

原産品種の代表である。内蒙古細毛羊，科qミ必

(カルシン〉細毛羊，内蒙古半細毛羊，草原紅

っている。その中で，乾燥が牧畜業生産の第一

の制約要素となっている。次に， I白災J， 

「黒災」の頻発が牧畜業生産に大きな損害を与

えている。

2.牧畜業の特質

天然、の草地資源を利用し放牧を種とする牧

牛及び鳥藍恰達(ウランハダ)豚などは改良新 畜業が内蒙古の基本的な特色であるロその生産

品種の代表である。また，辛巴金馬，短角牛， の特徴として，次のような点があげられる。

西門塔クJ¥(シンメンタール)牛，茨蓋羊及びード 1) 畜産の分布には明かに地域性がある。湛

位倉クJ¥(カラクル)羊などは馴化された輸入優 水湿草地では牛，馬の生産がより進んでおり，

良品種である。 草原(乾草原)と砂漠ステップでは綿羊生産が

内蒙古自治区にはまた，光エネルギー，熱エ 主となっている。また，砂漠では路舵や山羊生

ネルギー，風エネルギーなどの豊かな資源をも 産が主となっている。

っている。これらの資源は内蒙古における牧畜 2) 生産には明かな季節性がある。家畜の生

業の発展の基礎となっている。しかし内蒙古 産，淘汰，牧畜飼料の貯蔵，草地の計画的な使

自治体は欧亜大陸中東部の乾燥，ないじ半乾燥 用などが，季節と密接に関わって行われている。

地域に位置しまた他にも不利な自然要素を伴 3) 放牧地の区分けには明かに季節性がある。

改良草地(内蒙古)
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草地の刈取り(内蒙古)

サイレージの切りこみ(内蒙古)
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すなわち季節放牧である。草地の使用は季節に 4.牧畜業の発展対策

よって輪牧の方式をとっている。すなわち，春， 1) 草原を建設し生産力を高め，飼料の供

夏，秋，冬の 4季節の牧区に分けて輪牧されて 給量を増加させること。草原保護のため，わが

いる。また，天然の採草草地は通年的に利用さ 国では既に「草原法Jが出され，また内蒙古自

れている。 治体区では「草原管理条例Jが出されている。

内蒙古の牧畜業の特質は，自然資源を有効に 過剰放牧による草地退化の問題を解決すること

利用している合理的な側面と，また同時に自然 が根本とされている。また季節による輪換放牧

に依存している側面とがある。 技術の普及や，草地の有償使用体制の確立に重

3.牧畜業の現状

1) 家畜の数量と質は大きく高まってきたD

1988年では，大小家畜の出荷量が3627.4万頭

(羽)で， 10年前より 9.3%増加した。また，

優良改良品種の家畜が1598.8万頭(羽〉となり，

10年前より58%増加した。牧畜業生産の条件は

かなり改善されてきた。

2) 放牧地面積は257.4万公頃(1公頃=100

宙よ)で，人口播種による草地面積は1408万公頃

で，航空機播種による草地面積は45.6万公頃で

ある。また，改良草地の退化面積は 132万公頃

である。放牧地区では，だいたい大小家畜の畜

舎が保有されている。また，風力発電機普及さ

れ始めてきた。

3) 家族経営の生産体制の改善が進められつ

つあり，安定化しつつある。さらに，適正規模

に拡大しつつある。

4) 牧畜業のサービス体系が改善されつつあ

り，増産技術の応用が一層広がってきた。

5) 畜産物加工場や飼料加工場が多く建設さ

れてきた。現在，内蒙古では毛織，紋訟，皮革，

乳製品，卵，食肉などの総合的な加工場を有し

ている。各種の生産量が大きく，質が優良で，

国内の評価が高い。飼料及び農産物の加工技術

が推進され，応用されつつある。

点がおかれている。さらに牧草や飼料の播種，

天然草地の改良が提起されている。

2) 牧畜関係の研究を進め，研究成果を推進，

普及すること。現在，牧畜業の生産力を高める

ために，教育や技術普及が推進されている。研

究機関や関係学校などでは，牧畜生産の当面の

課題解決に向けて，プロジェクトチームがつく

られているD 現在， 10余りの生産技術が推進さ

れ，普及されている。生産現場の技術水準を高

めるために，技術者が現場へ就職する優遇政策

が検討されている。

3) 商品化率を高め，季節的牧畜業の生産を

実施する。今後，一つの地区ないし経営の生産

成果を評価するには，家畜の増加率，出荷率及

び商品化率を主な根拠とする。牧畜の発展には，

数量と品質が両方重視される必要がある。品質

の向上を主とし積極的に家畜の品種を改良し

個体商品化率を高める。また，家畜構造を調整

し繁殖畜の比重を増加する。

4) サービス体系を改善する。特に，飼料加

工，家畜の改良繁殖，家畜の防疫，生産資材の

供給，情報の交換及び市場流通などのサービス

体系を改善する。個人，組織及び国有組織の同

時発展を推進じ，商品生産を発展させる。また，

様々の連携を推進し，牧・工・商の経済連合体

として発展させる。

要するに，様々の問題に直面している。また，

同時に多くの国内外の協力が期待されている。
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蒙新高原区の牧畜と飼料生産

1.概況

1) 自然環境

内蒙古・新彊地区は，東西3，000km，南北400

-1， 300kmあり，その面積は日本の 8倍， 308.35 

万kniである。西部は北から向かつて，アルタイ

(阿爾泰〉山，タルチイ(塔爾奇伊)山稜とジ

ュンガル(准喝爾)西部産地があり，海抜

3，000m，天山の海抜は5，000mある。南部は西

から東に向かつてコンロン山，アルティン(阿

爾金〉山，祁連山，ホーラン(賀蘭〉山や陰山

があり，海抜は2，000-6，000mで、ある。東部は

大興安嶺で海抜は 2，000mある。北部は地勢が

開けていて，平坦な内蒙古平原となっており，

東部・中部には山麓の主要平原:遼河平原，土

黙川平原が発達していて，西部では各大山脈の

聞に主要盆地:ジュンガル盆地， トルファン

(吐魯番)盆地，タリム(塔里木)盆地などが

ある。沙漠面積は60万rrfあり，中国総沙漠面積

の90%以上を占めている。主要な沙漠はタクラ

マカン(塔克位璃干)，クルバントンクダ(古

爾班通古特)，バタインジャラン(巴丹吉林)， 

テンゲル(騰格里〉などがある。中西部高山の

永久雪線以上の地帯には氷河や永久積雪があり，

固体ダムとなっていて，夏には部分的に解けだ

し河流となる。大河となることもあるが，大

部分は短い流れで地下浸透して尻無し川となる。

湖沼も多く，その周囲に水に恵まれた放牧草地

となっている。

この地帯は温帯ではあるが，中国では最も降

水の少ない土地で，乾燥，亜乾燥気候類型に属

し冬季は乾燥した寒さが長く続き，夏季は炎

源馬琢磨

(帯広畜産大学)

熱となるが期間は短く，春秋の気温の昇降は激

しい。大興安嶺西側から内蒙大陰山山脈までは

年の平均が-6 oC-6
0

C，アルタイ山からコン

ロン山以北までの年の平均は-40C-120Cであ

る(札幌-4. 9
0

C -21. 30

C) ，気温の年次差も

大きく， 1月の平均で-8
0

C一一280C，7月の

平均で16
0

C-32
0

Cもある。 トルファンは火州と

もよばれ，最高気温は48
0

C，また小興安嶺西北

端とアルタイ山付近は有名な涼区で最低気温が

-50
o
Cに達することは珍しくない。 1日の差も

大きく ，11
0

C-1TCくらいあるが，最高は270C

以上にもなる。

東部大興安嶺地区の10
0

C以上の積算温度は

1， 300
0

C -2， 200
o
C，無霜期間は130-170日，中

部河西地区の10
0

C以上の積算温度は1， 900oC_ 

-3，900 oC，無霜期間130-170日，西部新彊で

10
0

C以上の積算温度2，OOOoC -5， 500，無霜期間

130-300日である。年降水量は大興安嶺西側の

450mmを除くと，多くは250mm以下で，南彊(新

彊を天山文水嶺で南北二分した南側をさす〉は

100mm以下である(札幌の年降水量1，158mm)。

降水の傾向は，東部は中部より多く，山地は盆

地より，夏季は冬季より多い。特にタリムとト

ルファン盆地は年降水量25mm以下で，蒸発量は

降水量の16倍にも達し中国で最も乾燥する地

区である。光エネルギー資源は豊富で，年日照

時数は2，500 -3， OOOhrで，年総、轄射量は14万

-16万cal/cnfもあり，中国では 2位であるが，

降水量の少ないことがエネルギ一利用の制限要

因となっている。冬春に強風が多く，夏には乾

熱風による被害があり，砂嵐を起こす。風災，

F
D
 

Q
U
 



雪災，干災が放牧業に対する大きな脅威とてつ

ている。

2) 社会経済条件

蒙新地区の土地面積は308.35万knt 中国国土

総面積の32.12%を占め(日本の総面積37.23万

kniうち農用地5.426万kni)，人口は3，627.9万人，

11. 8人/kni(日本は 320人/kni，北海道72人/

kni)であって，人口密度は低く，都市，小都市，

工場鉱山地帯，かいがいによって肥沃になって

いる州に集中していて，広大な牧区は人煙稀で

ある。農業人口は 2，730. 3万人，農業労働力は

951. 8万人，そのうち牧畜業人口は総人口の約

1/10を占め，また牧畜業の労働力は農業総労働

力の1/10を占める。本区は小数民族の集居区で，

蒙古族223万， ウィグル族576.4万，カザフ族

90万，漢，回，満，キルギス，タタール，タジ

ク，ウズベク，ユーグ， トゥー，チベット，エ

ヴェンキ族など46民族もおり，少数民族は牧畜

業の悠久の歴史をもつだけでなく，牧畜業がこ

れら民族の経済的支柱となっている。

1980年全区の耕地面積は980.49万ha，林地

1， 894. 28万ha，水面 28.68万haである。耕地は

中国総面積の 9.9%で， 0.27ha/人，全国 1人

当たり耕地面積の2.73倍である(日本は総人口

割で0.04ha/人)。主要農作物は，小麦， トウ

モロコシ，エ;ンノ〈ク，コウリャン，キビ，ソノ"

大豆，ソラマメ，菜種， ヒマワリ，綿花，テン

サイ等で，食糧穀物総生産は 965万 t， 1人当

たり 266kgとなっていたが，最近では l人当た

り 400kgとなり自給できるようになった。

解放後，畜産品加工を巡って，毛織工場，革

なめし工場，誠監工場，乳製品工場，肉類連合

加工工場を建設しその分布は内蒙古のフフホ

卜(呼和浩特)，パオトウ(包頭)，ハイラル

(海位爾)， シリンホト(錫林浩特)や新彊の

ウルムチ(鳥魯木斉)， シーホーツ(石河子)，

イリ(伊型)，アルタイ(阿靭泰)，クルレ

(庫爾靭)，及び甘粛のウーウェイ(武威〉に

まで至っているo 1980年の概算統計によると，

毛織工場23，年加工原毛3.53万t，皮革，革な

めし工場 276，年なめし能力150余万枚，械墜

工場54，原毛年加工能力 3千余 t，乳製品工場

58，年生産能力 1万 1千余t，肉類連合加工工

場 105，冷蔵庫容量7万 t，缶詰工場10余，年

加工缶詰能力 1万余 tであり， このほかにも小

工場がいくつかある。

1986年かろから，生産を上げるため国の政策

として人民公社を郷に，生産大隊を村に改め，

かつての集団経営を個人経営に変えたD また遊

牧を廃し定住による牧畜経営を推進しており，

さらに国の草原法，地区ごとの草原条例が制定

され，社会的・人間的要素にも大きな変化が起

こっている。

3) 牧畜業資源

(1) 飼草飼料資源

本区の天然草地面積は1.65億ha，そのうち利

用できる天然草地面積は1.11億haで，それぞれ

全中国の57.7%，51. 8%を占め， 1人当たり天

然草地面積は 4.5ha，利用できる面積は3.06ha

で，全国平均のそれぞれ15.5倍， 13.9倍となっ

ている口天然草地は東から西に向かうにしたが

い降水量の減少にともなって地帯性が顕著とな

り，次のように分類されている(図 1) 
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Fig. 1. Steppe zone of China. 

1. • Me.d倒 steppe，2. Typical steppe， J. Desert 5teppe， 
4. Shrub steppe， 5. Alpine s teppe 

(Zhu， Li and Zu.1985) 

草旬草原 (meadowsteppes)区:内蒙古東部に

あり，主要牧草は羊草，繊毛菊，大針茅，小鉢

茅などで，生草3.0-4. 5/haを産し採草地

が多く，人工播種も容易で，乳肉兼用牛，馬，

毛肉兼用羊の飼養に適する。

干早草原 (typicalsteppes)・荒漠草原 (de-

sert steppes)区:内蒙古中部と河北の一部に

あり，主要牧草は大針茅，小針茅，羊草，氷草，

Artemsia spp. ，隠小草，Achnatherum splend-

ens等である。干早草原にはある程度採草地も

あり，生草1.5-3. Ot/haを産するO 荒漠草原は

0.8-1. 5t/haを産するO これらの草原は細毛羊，

革用・ラムスキン用羊の飼養に向く。

荒漠区:内蒙古西部，甘粛河西山麓の石沙漠.

(文壁〉と新彊の盆地周辺の石沙漠及び半固定

沙丘に分布する。植被は乾性的濯木，半濯木が

主で，仮木賊，麻黄，塩蓬琵琶柴，優若裂，

Haloめ，zonammodendron ，猪毛菜などがあり，

0.75 tの生草を産し灰分含量が高い。ラクダ，

山羊，革用・ラムスキン用羊の飼養に向く D

中西部の大山脈地帯は，標高とともに降水量

が異なるので，各種の山地草地が分布するよう

になった。アルタイ，天山の北斜面では植被の

垂直構造が整然としていて，高所から低所に向

かつて，高寒草旬-森林と産地草旬(高寒草原)

一山地草原一荒漠草原一山地荒漠が分布してい

る。

中国に分布する各種草地の産草量を概括する

と表 lのようになる (Zhan，1988)。

蒙新区で1980年に提供された濃厚飼料は約

145万tで，本区穀物総生産量の15%に当たる。

ほかに，作物のわら茎1， 195万t，緑肥400万t，

油粕34万t，ぬか・ふすま等77.5万t， ビート

パルプ55万tが提供された。これらのほか食塩，

屠殺場廃棄物，魚粉，蚕のさなぎ等の動物質飼

料，さらに酒粕，漢方薬の粕，でんぷん粕など

もあるが，飼料資源の浪費が多く，十分利用さ

れているとはいえない。

(2) 家畜家禽の品種資源

本区の家畜は蒙古系とカザフ系が主で，その

歴史は悠久，蒙古馬，蒙古牛などは品種が多く，

中国並びに世界の家畜形成に大きな影響を与え

てきた。共通の特性は，粗飼料に耐え，適応性

が大きく，耐熱，耐寒，遊牧に向き，採食力強

く，病害抵抗性大で，肉畜の肥育性がよく，役

畜として労働に耐え，持久力があり，多くは兼

用型である。

i )綿羊:蒙古羊，カザフ羊は肉脂兼用組

毛羊に属し夏秋の増体が速く，尾部に脂を蓄

えるが， これは当地の劣悪環境による自然淘汰

の結果である。肉質柔らかく，水煮羊肉として

上等である。蒙古羊の良種にはウジムチン羊が

あり，産肉性良好，脂尾は10kg以上にもなる。

パインプルカ大尾羊は早熟特性が顕著である。

タン(灘〉羊は軽委皮型に属し，革は柔らかく，

毛は純白，光沢があり優美なことで有名である。

カザフ羊の地方良種にはアルタイ脂腎羊があり，

耐寒，耐渇，早熟で，産肉性良好，肉に羊肉臭

がない。このほかに，ホータン(和田)半粗毛

羊があり，ホータン紋訟の原料となる。チラ

(策靭〉黒羊はラムスキン用羊に属し，繁殖力
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表 1 各類草地産草量

類別 主要分布省
産草量

(kg/ha乾重〉

高山亜高山草旬 新彊，西蔵，四川西部 1000 -1500 

平原低地草旬 新彊，内蒙古 1000-1800 

産地草旬 新彊 800-1200 

草旬草原 東北西部，内蒙古東部 1200-2200 

干草原 内蒙古 450-1000 

荒漠草原 内蒙古西部，寧夏 450-750 

草原化荒漠 内蒙古西部 150-300 

平原荒漠 新彊，内蒙古西部 450-750 

亜熱帯産地草旬 湖南，広西 2250-3000 

亜熱帯低山丘陵 広西，湖南，江西 3750-6000 

濯木草叢(森林破壊

後の次生植被)

が著しく高い，クチャ(庫車)ラムスキン羊，

タシクルカン(塔什庫爾干〉大尾羊も高い生産

能力をもっている。

込〉山羊:品種には蒙古山羊，新彊山羊が

あり，白山羊は蒙古山羊の一地方良種で，紋肉

兼用，成熟個体からは械(柔らかく細かい毛)

が0.2-0.3kgとれ，粗毛が0.4-0.5kgとれる。

温)黄牛:適応性大，乳肉役兼用，年産乳

量約 500kg，乳脂率 5%である。ウジムチン牛

は地方良種で，産乳，産肉，労役性能とも一般

蒙古牛を越えている。サンホー(三河)牛は蒙

古牛と国外品種との相互交雑により育成された

乳肉兼用牛で，年産乳量1， 600 -3， OOOkg以上，

乳脂率4%以上である。新彊の著名な地方品種

にはカザフ牛，新彊褐牛などがある。

このほか本区には少数のヤクがいる。

iv)馬:蒙古馬とカザフ馬があり，蒙古馬

の地方良種にはウジムチン馬，ウセン(烏審)

馬がいる。著名な地方育成馬にはイリ馬，サン

ホ一馬などがあるo

v)ラクダ:本区の大部分に分布しており，

荒漠環境に適応して，飢渇に耐え，沙漠の荷駄

運送，騎乗に適し， I沙漠の舟」の美称がある。

成年フタコブラクダは 150kgの荷重に耐え 1日

30-50krn歩き，年産毛 3-4 kg，日産乳 1-2 

kgあり，本区に不可欠な畜種である。産紋能力

が高く，適応性が最も大きい優良品種はアラシ

ャ(阿位善)フタコブラクダである。

このほかの家畜家禽の品種は，産子数の多い

内蒙古大耳黒ブタ，放牧に適しているイリ白ブ

タ，体格の大きいトルファンロバ，性格が温順

で使役に向く涼州ロバ，及びトルファン鶏，辺

鶏と新彊ガチョウがある。

2.牧畜業現状

1) 家畜飼養頭数

1980年本区の各種総頭数は7，102.4万頭(匹)

で，全国総家畜頭数の12%を占めている(表 2)。
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表2 各種家畜数量(自然頭数)

家畜種類
数量 全国に占める割合 本区家畜総数に

(万頭)

，馬 309.00 

フノ1 45. 70 

ロノ¥ 212.60 

黄牛 615.01 

乳牛 24.50 

ヤク 21. 89 

ラクダ 57.80 

ブタ 721. 30 

綿羊 3929.00 

山羊 1174.60 

合計 7102.40 

その後，本区の家畜頭数は急増しており，新

彊でさえその増加率は10年間で30%にも及んで

いる。従来から家畜は頭数のみで表してきたが，

生産性が高まってきた段階で，質を加味して表

現する試みが提案されている。

2) 家畜生産量

1980年の統計によると，全国で出荷された食

用牛総数は77.4万頭，肥育ブタ 398.4万頭で，

それぞれ全国の23.3%，30.6%， 2 %を占めて

いる。売却された綿羊毛は 7.8万t，そのうち

細毛，半細毛は 5.3万 t，山羊繊毛0.69万t，

ラクダ毛 o.176万 tであり，それぞれ全国の

43.5%， 50.3%， 34.4%， 95%を占めていた。

売却された綿羊皮は 595.8万枚，牛皮43.9万枚

山羊板皮 317万枚で，それぞれ全国の44.9%，

10.6%， 8.1%を占めた。

3) 畜種改良

解放以前に綿羊の改良試験はすでに始められ

ていた。その前後に国外から細毛羊，半細毛羊，

乳牛，挽馬等の良種を導入，人工授精法による

(%) 占める割合(%)

27. 97 4. 35 

11. 12 0.64 

27.52 2. 99 

15.21 8. 66 

37. 72 0.34 

1. 34 o. 31 

95. 16 0.81 

2.36 10.16 

36. 72 55. 19 

14.83 16.54 

大規模な畜種改良事業が展開され，顕著な成果

を収めた。細毛羊(オーストラリアのメリノ一

種を導入育成された品種)，半細毛羊及び雑種

羊の良種は1980年本区綿羊の46.5%に達してい

る。解放後最初に育成された細毛羊，新彊毛肉

兼用細毛羊は，平均個体産毛量 5kgあり，各地

の細毛羊と育成新品種の発展に貢献している。

荒漠生態に適応するラムスキン用羊-中国カラ

クルラムスキン羊は，革衣を作るのによい原料

となっている。このほか各地で育成された綿羊

の新品種は，内蒙古半細毛羊，甘粛高原細毛羊，

アオハン細毛羊などがある。育成中のものに良

種細毛羊，内蒙古細毛羊があり，また牛では新

彊褐牛と草原紅牛などがある。

4) 草原建設と飼料工場

1980年の概算統計によると，井戸 6，000余を

堀削，家畜舎26万棟を建設， 67万余haに人工播

種，かんがい天然草地は27万余haとなり年間

450万 t採草している。蒙新地区の機械刈り牧

草は約40%で，機械刈り綿羊毛は約10%である。
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都市及び近郊では機械化・半機械化養鶏，養豚

業がはじめられている。本区の各種牧畜用機械

は7万余台がある。本区の飼料工業はスタート

段階にあり， 1， 500-3. 000 t /年の飼料工場が

いくつかあり，また簡単な粉砕混合，血粉噴霧

などの設備・施設があって，各種配合飼料を生

産している。

5) 飼養管理状況

本区牧畜業の主要な形式は，天然草地を利用

して放牧を行うことである。内蒙古東部は草原

放牧が主となっていて，天然草地の利用には明

確な季節性がみられない。中西部は荒漠区放牧

業が主で，まだ天然草地を利用した遊牧も行わ

れており，明確な季節性がみられる。遊牧には

春，夏，秋，冬，冬春，夏秋の 6種の草地が準

備されている。家畜と人の飲用水が得られれば，

これらの草地を巡回遊牧して養畜するが，災害

の危険がしばしば見られる。 例えば， 1989年秋

のように降雪がないと飲用水が得られず移動で

きなくなり，家畜の飢餓と秋草地の過放牧によ

る荒廃が起こる。

乳牛，ブタ，家禽及び一部の役畜は舎飼いが

主となるがこれら以外は放牧が主となる。その

ため畜種の分布は草原類型の地域差の影響を受

け，規則的な変化をしている。内蒙古東北部は

草旬草原で，草高は高く，草質もよくて，ここ

は牛馬の主要区分である。中部の干早草原，荒

漠草原の飼料条件は中位で，主に綿羊が分布し

ている。西部荒漠は草質低劣で，主にラクダ，

山羊，革用羊が分布している口新彊の北彊地区

は天然草地面積が広く，草質よく，綿羊が絶対

優勢で，ロバ，山羊は少なく、馬の数が多い。

南彊は気候炎熱で，草質に差があり，高原草地

を欠き，ロバ，山羊の比率が高く馬は少ない。

牛の数は南北彊ともほぼ同じであるが，用途と

飼養形式が異なっていて，北彊は乳用を主とし，

放牧を主とするが，南彊は役用が主で，舎飼い

を主とする。

総体的にみると，本区の牧畜業生産の基本は

相変わらず天に頼る養畜で，生産水準も低い口

1980年の草食家畜の平均生殖繁殖率は69%，成

幼畜死亡率 7.4%，出荷率23.5%，商品化率

13.2%，そのうち牛の商品化率 6.8%，羊は

14.6%であった。

中国の草原単位面積当たり畜産品産量を国外

のそれと比較すると，表3のとおりで極端に低

し、。

表3100ha当たり草原畜産品産量と国外比較 I(kg)

国 家 肉 手L 汚毛

中 国 510 510 82 

米 国 10， 530 24，630 27 

ニュージーランド 15，615 87， 570 4， 230 

カナダ 6，330 23，580 3 

オーストラリア 1， 095 2，400 3， 105 

資料:中国農業経済概要，農業出版社， 1982年版。
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3. 牧畜業の条件の総合評価

1) 自然条件と牧畜業の有利性

本区の大部分は自然条件が厳しく，農業生産

は低く，不安定である。しかし天然草地は広く，

牧畜業発展の物質的基礎は重厚で，牧畜業は農

業に比べると安定している。天然草地から供給

される飼草に農業副産物として提供される濃厚

飼料，わら・茎類を加えると，草食家畜に対し

比較的豊富な飼料が準備されている。

天然草地は面積が広いだけでなく，類型も多

様で，牧草の種類も多く，その数 2.500余種，

うち優良牧草 100余種. )1慎化栽培可能なもの40

余種ある口草地類型は内蒙古だけでも 200近く

あり，イネ科の主な飼料植物 600余種，家畜の

晴好性のよいイネ科，マメ科牧草が全体の1/3

以上を占め，フルンベイル(呼倫貝爾)と錫盟

東部の草旬草原は，被度も大で，産草量も多く，

草質もよい国内最良の草原であるD 新彊では中

等以上の草原が65.1%を占め，イリターチョン

(塔城).アルタイ塔は山地草地として国内有

数の基地となっている。特に，中西部の各大山

脈は草地類型の垂直構造が明確であるため，季

節牧場に分割して利用するのに有利であり，季

節遊牧を行って種々の家畜を放牧している。

局地的な小気候も放牧牧畜業に良好な条件と

なっている。新彊，甘粛，河西等では，夏季平

原から高山へと気温が低減し. 1， OOOmごとに

6 -8
0

C下がる。冬季は中低山で気温の逆転現

象が起こり. 1， OOOm登るごとに 3-5
0

C気温

が上がるので，冬暖夏涼の山地では，畜群が長

途抜渉し四季で場所を換えるのに好適な環境

条件を備えている。

2) 農業と牧畜業

全体的にみると，本区は農より牧に向いてい

るが，自然、条件が複雑であることから，水熱条

件が整っている局部地区がかなりあり，地形地

勢も農業に有利で，東部西遼河平原，中部河套

平原などは地表を流れる川をかんがい畑地に利

用でき，また中部河西回廊，南北彊開墾地は多

くの内流河があって，山区から氷雪水が盆地に

流入しかんがいオアシスを形成する。このよ

うな地区はすべて重要な農区(穀物，経済作物

あるいは瓜果区〉となっていて，大量の穀物，

棉花，油，糖料，瓜果を生産するのみでなく，

牧畜業に対し大量の農業副産物を提供している。

特に本区ではアルフアルファなどの牧草を栽培

し草地・畑輪作の伝統がある。

3) 本区における牧畜業発展の基礎

本区にはカザフ，キルギス，ユーグ，チベッ

ト族の集落があた，彼らは歴史以来放牧牧畜業

を専業としてきているが，ウィグル，回，漢族

なども兼業牧畜の伝統をもち，四季の移動，草

地造成，草の備荒，冬に入る前の畜群の整理，

冬春の飼料の補給などの経験を累積し尽くし，

これらは今でも現実的意義をもっている。そし

ていまや現代科学技術を応用し伝統的経験を

結合じて，各地に発展しつつある牧畜業の好形

式に適合させてきている，すなわち，農区では

草地と畑の輪作で，畑での養畜を行い，牧区で

は分区放牧，囲い放牧を行って，短期肥育屠殺

などが実行されている。このような成功例をそ

の土地の事情に合わせて普及させれば，巨大な

生産力に転化させることができる。

次に，本区は畜種資源が豊富で. 100近い家

畜家禽の品種があり，特に草食家畜は数が多い

だけでなく種類も完備していて， この地の劣悪

環境に適応し粗悪な飼料に耐える地方良種と

原始品種が存在している。これらを基に育成さ

れた生産性に高い新彊品種，良種，改良種もか

なりの比率を占めるようになってきている。

第三に，本区の牧畜業の発展は速く，家畜頭

数は. 1988年当時羊 l億 500万頭(全国の75%)• 
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その他の家畜 460万頭(全国の35%)となって

おり，ほとんどが良種及び改良種であるので全

国でも有数の草食家畜良種の基地となっている。

4) 本区牧畜業に対する社会的需要

家畜及びその生産物は，本区に住む少数民族

の重要な生産資財であると同時に生活資財でも

ある。これら民族は，発展する牧畜業に対し強

烈な願望と要求をもっている。これは牧区区域

が広く，分散していて交換が不便であり，乳，

肉，毛，皮，役の 5種が遊牧生活の中で体力維

持と物質消耗を補ううえに必須なものとなって

いるからである。しかも，本区にはブタを禁忌

する民族が多くおり，牛羊肉の特殊な需要があ

り，供給との矛盾が突出し一部の都市では牛

羊肉をこれら民族に割り当てている。

近年これら種々の矛盾を解決しながら生産性

を高める必要から，自然の生態系を破壊するこ

となく生産を向上させ，併せて牧民の生活文化

レベルをも高める目的で， r立体的農業システ

ム」の確立が図られている。

本区は，中国畜産品の重要な生産地で，外国

貿易と区外からの需要がきわめて大きい。概算

統計によると， 1951-1980年の間に国家が買い

上げた肉畜は 1億余頭，各種の皮革は 3億余枚，

毛織100余万t，耕役畜300余万頭，牛羊肉は50

万t近い。本区の紡毛，皮革製造，缶詰，乳製

品等の軽工業と牧畜生産との関連は密接で，生

産規模が比較的大きく，原料山地が近く，製品

の需要も大きいが，原料不足のため加工工業の

生産能力を十分発揮させることができなL、。ま

た，本区は土地は広いが人が少なく，労働力の

不足も問題である。

4.牧畜業発展の方向と措置

1) 牧畜業発展の方向

本区の牧畜業発展の方向は，綿羊を主とする

草食家畜を強力に発展させ，市場需要に基づい

て馬の数量を適度に控え，同時にブタ・家禽生

産を抑制する。すなわち，毛，皮，肉，乳，役

畜と種畜などの商品生産を主とする基地を建設

する，統一的な計画に基づいてそれぞれの原則

を重んじ発展方向への取り組みを次のように

する。

綿羊:主に細毛羊，革用・ラムスキン用羊，

肉脂兼用羊を発展させる。新彊ウィグル西部山

地，天山南北斜面，内蒙古干早草原は主にホル

チン(科爾泌〉羊を，シリンガレ(錫林郭勤)， 

ウムス(毛烏素)，オルドス(都禰多斯〉東部，

甘粛祁連山東側の一部，テイエンツ(天祝〉等

の地では細毛羊の発展の力をいれ，毛肉兼用細

毛羊基地を建設する。内蒙古フルンベイル高原

西部干早草原， シリンガレ高原東部の草旬草原

地区，新彊のアルタイ，パインブルカ(巴音布

魯克)，タンクルカン等では肉脂兼用羊の発展

に努力を続け，アルタイ大尾羊、ウジムチン羊

基地を建設する。新彊タリム川のアカス(阿克

蘇)頭の地，甘粛のマツオン山地区と内蒙古の

バヤンノール，アルシャ，オルドス西部の荒漠

半荒漠草原を主とする地区は，革・ラムスキン

用羊を発展させ，中国カラクルラムスキン羊の

基地を建設する。新彊コンロン山以北のホータ

ン等ではホータン羊を発展させ，誠監毛生産基

地を建設する。

牛:農区では肉役兼用型を主に発展させる。

都市及び工鉱区では乳用，乳肉兼用型を発展さ

せる。内蒙古フルンベイル草原東部草旬草原地

区新彊イリ，アルタイ等では乳用兼用牛を発

展させ，サンホー(三河)牛，新彊褐牛，草原

紅牛を継続して選抜育成し商品基地を建設す

る。

山羊とラクダ:山羊は紋肉兼用を主とし，ラ

クダは役械墜兼用に向くものを発展させる。濯
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木，半濯木の石沙漠，荒漠例えばアルシャ，甘

粛のマツオン山，新彊盆地周辺の荒漠地帯はラ

クダ，山羊を発展させるのに適している。

馬:兼用型を主として発展させ，フルンベイ

ル高原東部草旬草原区，新彊イリなどではイリ

馬，ウジムチン馬などの良種馬を継続して選抜

育成する。

ブタと家禽:農区，都市及び近郊では，ブタ

と家禽を発展させる。ブタは肉脂兼用，家禽は

卵用を主とする。

2) 牧畜業発展のための措置

(1) 現有天然草地の合理的利用と保護

本区の自然条件は苛酷で，特に中西部は主に

荒漠と半荒漠であって，草原生態は脆弱である

ため， -s.不当に利用すると退化，沙漠化，ア

ルカリ土化をおこしやすく， これらの回復は難

しい。そのため，天然草地は合理的に利用し

厳重に保護されなければならない。天然草地に

最もふさわしい生産活動を効率的に行いながら，

草地資源を長期にわたって維持することが必要

で，そのためには放牧強度，入牧頭数をひかえ

めにし無計画な薬草採取や濫伐を抑止する口

また，毒草を除き虫害と鼠害をなくする。

次に，草原利用建設改良に責任制を導入し

また牧草資源の合理的利用を図るため草原条例

の厳密な施行が必要である。特に個人あるいは

数家族の協同経営による定住化が進められてい

るが，草地利用をめぐる紛争を防ぐため草地の

利用権を明確にしておかなければならない。

第三に，国外先進国の技術を参考にして放牧

管理制度を制度し逐次，分区放牧，囲い放牧

を実行し草地の保護を徹底させる。採草地は

結実再生の機会をもたせ，収穫方法を改善して

牧草の利用率を向上させる。

(2) 重点的な草地建設と基地建設

本区の草地は広く， しかも技術経済力には限

界があり，重点的に草原建設を進めなければな

らない。水と草を確保し畜舎と住宅を建設す

る。これらの建設規模はその地に適合したもの

でなければならず，一般に小型のもを主とし，

条件の優れた地区は大中型とする。

東部の草旬草原・干早草原地区では乾燥農業

が比較的安定しているので，穀物飼料を主に生

産し飼草生産を補助的に行う。中西部荒漠草

原・荒漠地帯は無かんがいでは人工草地の生産

はできないので，天然の飼草生産を主にしなけ

ればならない。現在内蒙古でさえ 130万余haが

荒廃し改良はその 1/2で，他の 1/2，75 

万haは放棄せざるを得ない状況にある。草地を

改良する地点を選択するには，水源条件のほか

に土，熱条件を考慮すべきで，土層の厚さ，平

坦さ，土質の良否，熱量の多少を選択して，種

子を播種する。また，かんがい，施肥，牧草種

子の補播(内蒙古では羊草，沙打旺，ベッチ類

の飛行機による播種が行われ，その面積は45.6

万ha)等の措置も必要である。牧草の種類と品

質の選択，栽培法に注意し，アルフアルファ，

沙打旺，羊草，伏地膚等の栽培または野生の多

年生優良牧草種子を増殖，普及する必要がある。

(3) 季節生産性向上のために畜群構成の調

整

本区は天に頼る養畜の状況にあり，長い間

「夏飽，秋肥，冬痩，春乏」を根本的に解決す

ることができなかった，自然の規則性に順応し，

季節生産性を発展させ，子羊の当年屠殺，肉牛

の早期肥育屠殺を行って，夏飽秋肥の長を伸ば

し冬痩春乏の短を避ける。新彊アルタイ地区

は近年畜群構成の調整が進み，草飼料生産に力

をいれ，冷蔵庫を建設し夏牧場の草生産が豊

富である利点を生かし子羊を育て，当年屠殺

を実行して顕著な効果を上げている。季節生産

性の発展，短期肥育，屠殺の実行が本区草原の
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特徴に適合し冷期の飼料不足を軽減し畜産

品の生産量を増加させている口

(4) 農牧林の結合発展

古くから本区の農牧林三者の結合は密接でな

く，農区は肥沃度に欠け，耕畜が少なく，低生

産不安定であり，牧区は冬春に草を欠き，牧草

飼料が少なく，生産が不安定である。すなわち，

牧区の夏牧場の潜在力と農区の豊富な農業副産

物， これら双方の利点を発揮することができず，

また，森林は植被率低く，破壊が大で，干早，

風沙等の自然、災害が牧畜業に対する危害をます

ます大きくしている。

いままでの成功例をみると，本区中西部のか

んがい農区では，水をもって土地を安定させ，

穀物を主としこれにアルフアルファ面積を20

-30%にまで増やし，家畜の草不足を補い， 4 

年後耕起して農地の肥沃度を高める方法が有効

である。また輪作には適当に青刈り，多汁，サ

イレージ作物と濃厚飼料となる作物を組み合わ

せる。林地は薪炭林とし，太陽エネルギーを積

極的に利用して燃料問題を解決する。草をまき，

植樹し，わら・茎を節約し木の葉等も飼料と

して利用するためサイレージ，発酵，アルカリ

処理などの技術を採用し晴好性と利用率を高

める。

(5) 適した技術の採用改造の加速

牧畜，獣医，草原科学の教育研究と技術普及

を強化し特に定住化を促進して教育機関を整

備し放牧期間労役に従事するため登校できな

かった児童の教育を徹底して文盲を一掃し，か

っ指導者のレベルを高める必要がある。

本畜にいる家畜良種の選抜を継続し品種の

区分，企画を策定し品種改良と育種体系〈原

種場，良種繁殖場，商品場)を建設する，凍結

精液センター，人工授精所を経営し人工授精

を普及し凍結精液授精を広める，獣医防疫で

は予防を主とし検疫を強化する。健全飼料工

業体系を作り，配合飼料を生産，飼養管理水準

を高める。牧棚を作り，牧草収穫，サイレージ

調製，毛刈り，搾乳，及び畜産品加工等で機械

化半機械化を促進する，乳，肉，革，毛の加

工工場を増設するとともに，輸出品として世界

に通用するところまで加工技術を向上させ，付

加価値を高める努力をしなければならない。

5. 中国草原と飼料生産進展と今後の問題

現在までに利用できる草原の資源調査(宇宙

衛星のデータを含む)がほぼ終了し牧棚建設，

播種事業，輪換放牧なども強力に進められてい

る。また，全土にわたって草種選抜，育種事業

が展開され， 1983年までに30の種子生産基地が

建設され，年間1.700万kgの種子が供給される

ようになった。東北部，北部，北西部では7，000

ktnに及ぶ「巨大な緑の壁Jが植樹され，防風，

砂の固定，土壌流亡防止に大きな役割を果たし

ている。

草原学の研究教育にも大きな進歩がみられ，

20以上の大学に草原草地学が開講され， 1980年

には中国草原学会が創設された。

特に蒙新地区を含む 100万haに及ぶ大草原は

巨大な潜在力をもつにも関わらず，利用が十分

でないことが指摘され，放牧システムと放牧技

術の向上により20%生産性を高めることができ

ると見込まれている。

残された問題点は

1) 将来とも天然草地は長く飼草の供給源で

あり，国土の1/3を占める地域ごとの適正放牧

強度，適正畜群構成が草原改良法とともに科学

的に追求されなければならない。

2) 中国草原農業の遅延は人工草地が少ない

ことにあるが(天然草地の 1%) ，大規模な草

の播種と植林が国の政策として進められており，
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2000年までに天然草地の1/10を人工草地に変え

る計画である(米国，オーストラリアに匹敵す

る)。人工草地収量を乾草で 2，500kg/ha・年

に高めれば，現在の中国全土の乾草収量と同等

となり，人工草地から現生産量を上回る 5，000

万kgの肉を生産することが可能となる。この計

画を達成するには，天然、飼料作物種子を考慮に

いれた種子バンクと草原保全の方法を確立しな

ければならない。

3) 温帯草原では夏秋の豊富な飼料生産の利

点を生かし冬春の飼料欠乏を避ける季節放牧

を徹底させる。乳肉生産効率の高い若齢家畜を

主体とし，当年肥育，当年屠殺を奨励するロこ

こでも草原管理が問題となる。

4) 大草原は面積の割に科学的研究の立ち後

れがある。中国の草原研究者はわずか1， 000余

人に過ぎないため，研究者 1人当たり面積は30

万haにもなる，研究対象は広範に過ぎ，高度の

知識をもっ研究者を育成するにも種々の難点が

ある。教育体制を確立し研究機関の施設・設

備の充実を図らなければならない。

6 世界的にみた中国乾燥草原地域の意義

中国の大草原は中国人民の巨大な財産であり，

その発展のいかんは国の将来を制するであろう。

しかし一方でこれだけの大面積の開発となると，

その影響は全世界に及ぶ。

現在地球上の自然破壊が世論の対象となり，

化石燃料消費に伴う大気汚染と海洋汚染， CO2， 

メタンの増加による地球の温暖化，異常気象の

恒常化，オゾン層の破壊等が話題となり，地球

の有限性を意識せざるを得ないところにきてい

る。一時の東西対立にみられるような緊張もこ

のような事態の前に影が薄れ， 1989年から米ソ

の融和，東欧を中心に広がる民主化の嵐など，

明らかに世界は流動化の時期にさしかかってい

J tULA 
ザイタイザグ止~ ，/-， 7兄，/-s.，c---，、

る。中国は天安門事件以来一時停滞の兆しがみ

られるが，経済の低迷など早急に解決を迫られ

る趨勢にあり，いずれ諸外国との関係を密にし，

先進国の資本・技術の導入に力を入れざるを得

ない段階に至るとみられる。

農業政策を進めるに当たり，先進諸国の失敗

例を繰り返さないよう厳重に留意する必要があ

る。その際の問題点をあげると，

1) 人工増加抑制を厳守すること。たとえ農

業問題が解決され，生産が増加したとしても，

人工増加が続けば食糧危機から脱出することが

不可能となる。

2) 外国からの資本・技術の導入により余剰

労働力を生み出してはならない。アフリカでは，

安易に農業の機械化を進めたため，効率は上が

ったが，農民の失業者の増加を招いた。農業の

機械化は，余剰労働力を吸収できる周辺加工工

業部門を準備することと平行的に進めなければ

ならない。

3) アフリカ，南米，アジアの熱帯降雨林等

に見られるが，農業開発に伴う自然破壊は枚挙

に暇がない。森林の伐採，農地の荒廃放棄，砂

漠の拡大等による生態系の撹乱，気象変化など

は，人間の飽くなき生産性追求に対する天の報

復の感があるが，放置すれば地球上のすべてを

滅ぼす可能性すらある。生産性向上による経済

発展は，自然環境の劣悪化をその代償として支

払わなければならないとしたら，すでに抑制す

べき段階じきているのかも知れない，いずれに

しろ，自然環境の悪化が経済発展の制限要因と

なるであろう。

4) 日本に見られるが，富の追求がもたらす

人心の疲弊，物質的には豊かだが精神的には何

か満たされない感じが蔓延している。急速に経

済大国化したことによる矛盾というのかも知れ

ないが，生産の多くが，数億年もかかって蓄積
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された地球資源を数十年で食いつぶしてしまう

活動であり， このことに対する畏怖が常に根底

に存在している。低投入，低生産で何千年とな

く維持され続けてきた中国の大草原，その中で

参 考

悠揚迫らぬ生活を営む牧民達，彼らの草原哲学

の中に，現代人すべてが抱える問題の解答が隠

されているような気がしてならない。
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1988年度シンポジウム討論要旨

「北方圏における家畜管理一(2)J

1988年度のシンポジウムは， I北方圏におけ

る家畜の管理」第二弾として， 1988年11月30日

午後 l時から北海道学術交流会館において開

催された。清水良彦氏(新得畜試)，近藤誠司

氏(北大〉を座長とし，諸岡敏生氏(フィンラ

ンドにおける家畜管理:北大農)，裏悦次氏

(中国黒龍江省における厳冬期の家畜管理:新

得畜試)，秦寛氏(中国黒龍江省における厳冬

期の家畜管理:滝川畜試〉および篠崎和典氏

(冬季北海道における家畜管理一宗谷丘陵肉牛

牧場における肉牛管理を中心に一:宗谷肉牛牧

場〉の話題提供ならびに参加者による討論が行

われた。話題提供の内容は前号 (24号〉に掲載

さている。以下の要旨は当日の討論を取りまと

めたものである。

座長(近藤) :総合討論に入る前に，今までの

発表に対してご質問がございましたら，お願い

致します。

朝日田(副会長) :中国グループにおうかがい

したいのですが，向こうでお聞きになっていな

かったら結構なんですけども，どういった考え

で厳冬期の家畜を管理したら良L、かということ

を討論なさったのか，あるいはその点について

の中国での考え方についてお聞かせ願います。

裏:牛についてはそのような討論をいっさいお

こっなておりません。

秦:豚についてどういう寒冷に対する考えで飼

っているかを，われわれがお聞きしたところ，

種畜牧場や大学では，東北民豚の場合，現状の

飼養方法で大丈夫だということでした。ただ，

これからの寒冷対策の問題として，東北農学院

の交流会の席上で王先生が，農家段階での簡易

的な，保温的な豚舎の研究をこれから行う予定

であるというお話しはありましたD しかし具

体的にそれがどういう研究なのかということに

ついて，実際の研究内容は見せていただけませ

んでした。

座長:他にございませんか。

佐藤(北農試) :諸岡先生にご質問します。厚

さ50cmの断熱材が使われているということです

が，それはどうような材質で，使われている場

所について，天井，壁あるいはその両方に使わ

れているのでしょうか。また，スライドみみせ

ていただいたような牛舎での換気は，一般に自

然換気なのか強制換気なのかについて，教えて

いただきたいと思います。

諸問:50cmの断熱材は，主に屋根に使われてい

るようでした。壁自体はそれほど厚くなかった

ようです。換気は強制ではなく自然、換気なんで

すが，窓はありますけれどほとんどビ、ニールで

きっちり閉じているような状況で，換気はさほ

どれていないという印象でした。

各地域の特徴は何か

座長:それでは総合討論に入りたいと思います。

北方圏における家畜管理のあり方を風土や歴史

それから生産システムとの関連で比較検討する

というのが， このシンポジウムの主旨でござい

ます。ただ，非常に北方圏という言葉のとらえ

方が難しいですしそれの風土や歴史まで広が

りますと，文化的な違い，歴史的な違いはそれ

ぞれとても広い問題となってしまいます。そこ

で議論を噛み合わせるために，具体的な問題か

ら議論をしていきたいと考えております。それ

で，いま皆さんの議論のたたき台として発表し

-47ー



ていただいたのですが，そのなかで黒龍江省，

フィンランドそれから宗谷丘陵についてここが

特徴的なんだ， もちろん外国の場合にはここが

非常に日本と違う， この違いだけははっきり言

っておきたい， これは技術的な問題あるいは風

土もしくは文化の問題にかかわらず，ここを強

調しておきたいということを，それぞれお述べ

になって，さらにたとえば畜舎なら畜舎でこの

点，風なり寒さなり湿度なり， ここがおもに対

策として考えられているのではないかというこ

とを強調していただければ，幸いだと思います。

諸岡:1戸あたり平均が10頭ですとか，多いと

ころでも20頭以内という規模ですので，あまり

機械化がなされておりませんでしたし，使って

いる器具なども古いものをそのまま使っている

ということを感じました。畜産のあるいは酪農

の基本としてやはり粗飼料が大事だという考え

のようですが，先ほども話しましたように，粗

飼料の基盤が弱いということもありますが，そ

のような状況でも良質な粗飼料でうまく飼って

いこうという方向性はしっかり持っているよう

に感じました。しかし現状はかなり濃厚飼料に

頼っているようで，そこらへん今後どう変化す

るのか，注目すべきところではないかと思って

います。

裏:私自身はナルバータに行ったときも感じま

したが，基本的には北海道なり， 日本との一番

大きな違いは，湿度にあると感じております。

たとえば，組飼料の話しがありましたが，アル

バータで乾草を刈って， ロールしてそのまま秋

まで放置しておけるというような状態とか，先

ほど，スライドでもお見せ致しましたように，

黒龍江省でも屋外に粗飼料なりなんなりを放置

そういったものが総合されないと同じ牛舎形態

とかというものを単に移動させても， うまくい

かないのではないかと感じます。それは，先ほ

ど秦さんが，外国の豚が黒龍江省ではこじれる

ということと同じように，今日は私スライドに

は出しませんでしたけれど，たとえばシャロレ

ーにしてもシンメンタールにしても，毛がもの

すごく長くなり，背中が丸くなっていました。

おそらくフランスから導入した時点ではそうで

なかったと思います。時聞がたつにつれ，その

うちにそのようになったという点では，秦さん

の先ほどのお話と同じ様なことを感じておりま

す。

秦:感じたことというと，非常に大ざっぱなこ

とになってしまいますが，私も管理の研究をし

ていますが，実際の中国の農村へ行き，農家を

みてみますと，おそらく彼らにとって家畜を管

理するという気持ちというか，考えがあるのだ

ろうかという疑問が浮かびました。農家段階で

は，非常に少ない家畜数， 1頭とか20羽とか，

その規模ではわれわれが考えている大頭数規模

の集約的な管理という意味での管理という概念

がないという気がいたしました。やはり，話し

をすると環境や施設の前に，飼料の問題とか，

寒さに耐える品種改良をどうするかとかいう話

しが中心となりました。

座長:篠崎さん。宗谷丘陵の問題，あるいは黒

龍江省やフィンランドとの違いについてお願い

致します。

篠崎:宗谷丘陵のことになりますが，実際さき

ほどの開放型牛舎にしても，気温が非常に低く，

-20---300Cになるカナダでもあれで十分対応

できます。それは湿度が非常に低いということ

しておけるという点が大きな違いだと思います。 が原因しています。 2つめは宗谷丘陵では，非

ですから，同じ温度でも湿度によって家畜に対 常に風が強く，それに雪が必ず伴うという問題

する衛生的な問題などがどのように変わるのか， があります。そういうことから， これまでの方
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向転換を行い，施設の中で牛を飼おうとしてい

ます。しかし繁殖牛を施設の中で飼おうとし

た場合，今後は換気の問題，敷料の問題，糞尿

の処理の問題つまりアンモニアの問題ですね，

そういったものが出てくるのではなし、かと考え

るわけです。それによってまた子牛の下痢の問

題が出てくるのではなし、かということで，今，

私達としては畜舎の中で飼おうということにな

っているのだけれど，実際にその環境の問題が

課題となっております。

座長:ありがとうございました。北方圏という

ことでいろいろな国をニれまでみてきたので、す

が，今日の会長の話にもありましたように，北

海道がだいたい北緯40---45度程度，黒龍江省が

43度26分と要旨ではなっています。昨年度行い

ましたカナダが北緯43度から70度，フィンラン

ドが60度---70度とのことで，だいたい北方圏と

いう形で北緯43度以上を指しているのかな，そ

ういう共通項でまとめられるかなと思います。

そのなかで，それぞれの方が述べられましたよ

うに，フィンランド、では小規模で土地基盤が弱

いところがある。黒龍江省では，風がほとんど

ないという点と，湿度がきわめて低いという点，

そして宗谷では湿度が非常に高いという点と，

風が強いということを特徴として挙げていただ

きました。黒龍江省，フィンランド，それから

宗谷丘陵について，会場の皆さんから私はこの

点が強く印象に残った， この点が非常に違うん

だということをお伺いしたいと思います。北農

試の佐藤さん，先日カナダにいって畜舎を見て

いらしたそうなんですが，佐藤さんの目からみ

て北海道，フィンランド，黒龍江省，そしてカ

ナダと並べたときにし、かがでしょうか。

畜舎の気温と換気

佐藤(北農試) :私中国のこともよく存じ上げ

ませんし宗谷丘陵を見せていただいたことが

ないんですが，たまたま私どもがみせていただ

いた畜舎というのは，どれも非常に換気という

ことに気を使っている。換気にものすごく配慮

がなされている畜舎であったというふうに感じ

ました。今日スライドで見せていただいて，フ

ィンランドと中国につきましては豚舎でかなり

開放度といいますか関口率が高くて，外気と同

じくらいの温度まで下がっていることでした。

しかしそれ以外はどちらかというと換気とい

うよりは保温の方にかなり重点がおかれた施設

ではないかと，いうような印象を受けました。

また，宗谷丘陵で篠崎さんがなさっているのは，

まったく外と言っていいような状況だと思いま

す。その二つといいますがフィンランドと中国

について， 3人の方が御紹介してくださった施

設と篠崎さんが御発表くださった施設とは非常

に大きな違いがあるだろうと感じます。

座長:外にございませんか。

高橋(東多寄酪農生産組合) :私は農業法人で

牛を飼っており，肉牛も含めて1， 100頭規模で，

牛舎が7つあります。牛舎は最初は20年前の事

業での金のかけた施設，次は 4，5年前には畜

産基地事業での施設といろいろ建てています。

それぞれの特徴はあるんですけど，いま古電柱

で開放型の牛舎を建てております。そのなかで，

どうも成績が上がるのは開放型の一番寒い牛舎

が，仕事はやりずらいんですけれど，事故疾病

率が一番低いです。1， 100頭のうち300頭くらい

は，寝るのは中のストールで寝て，えさを食べ

るのは全部外でというかたちです。今年の士別

は， 11月中にー18----190Cという日が3日続き

ましたし例年一30
0

Cを超える日がない年はほ

とんどないほどの寒いのですけれど， -30oCに

なってもえさを食べるのは外で，ほとんど外に

出ます。吹雪かなければ外に出て，どうも牛と

いうのは温いとこよりか，寒いところを好んで
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いるようで，体が霜で真っ白になっても，それ

でも外に出ます。肉牛に関しては， うちもやは

り寒い牛舎で飼っていますが，1， 2月は増体

量がぐっと落ちます。どうもうちのデータを見

ますと，1， 2月の分を取り返すように 3，4， 

5月の増体量が異常に高く，夏や秋でもそれ程

までは増えてないんですけれど，どうも冬寒く

てふるえた時期を過ごした後は急に増体量が大

きくなるような気がします。結論はやはり，ど

うも暖かい牛舎よりか，私はスウェーデンにい

ってみてきたんですが，どうも牛っていうのは

感じでは，寒い方がいい，士別では-35
0

Cにな

るんですけれど，やはり換気のいい牛舎の方が，

暖かい牛舎よりも，成績がうちは上がっている

というのが実態です。

座長:開放牛舎が低温で非常にうまくいってい

るというお話でしたが，篠崎さんいかがですか。

篠崎:宗谷丘陵ではホルスタインの肥育もやっ

ています。これはコリンズタイプの牛舎でひと

冬終わったんですが，冬は吹雪がないかぎり全

面開放しています。それでやると確かに， うち

らのホルスタインの増体でいうと，やはり1，

2月があまり増体していないと， 3， 4， 5月，

特に 4月から10月ぐらいまで非常に増体が良い

という傾向があります。肉専用種でのさきほど

のような施設を利用した場合の問題については，

さきほど述べましたようにどうも冬は思わしく

ない， 2月では増体量がマイナスとなってしま

います。そういう意味で完全な開放，完全な開

放とはさきほどスライドのようなものを想定し

ているのですけれども，あの様な中ですとなか

なか肥育は難しいというのが実感です。それと

もう少しデータを整理してみますと，やはり肉

専用種については，あのような建物ですと， 11

月から12月の 1カ月間，特に11月の末にべた雪

が降りますから，そのときに増体が鈍るのがー

度あります。それから， 1月の15日頃の雪でま

たマイナスの増体となり，マイナスの増体とな

るのが肉専用種でこの 2回です。コリンズ方式

の牛舎で，糞出しする方の通路を完全に開けた

場合にどうかといえば，先ほど述べましたよう

に，特に 2月が，マイナスにはならないけれど

も増体が鈍るというのが事実です。

裏:私もそのパイロット事業に参加させていた

だいて，牛舎の設計を私がさせていただきまし

た。新得畜試で，このシンポジウムの座長をし

ております清水部長が，一つの形態として，さ

きほど見ていただいた開放式牛舎で成功したと

いう前例がありました。それには，一つの前提

がありました。それは，冬季の十勝においては

西北西の風が主であるという前提で，その成功

例でそっくりそのまま，低いコストという感覚

から，宗谷丘陵に私どもが持ち込んだのです。

実際には，宗谷丘陵の風向を後ほど調べたら，

西方面の風が5割，南東方面の風が4割，あと

1割はどこから吹いているかわからないという

ことが実態であったわけです。西北西の風とい

う前提で風洞実験を繰り返し成功の自信を持っ

てやったところ，風向そのものを十分調べなか

ったというところに問題があったと思うわけで

す。

座長:ありがとうございました。先ほどの黒龍

江省のご報告では，肉牛についてほとんどふれ

られていなかったようですが，黒龍江省におけ

る肉牛の飼養はどのようになっているのでしょ

うか。豚は，昼間はかなり運動に出しているよ

うですけども，乳牛はほとんど囲い込みで運動

にも出ないんでしょうか。そのへんと寒さとの

関係を裏さんと秦さんにお願いします。

裏:チチノ¥ルでは， これから外国種との雑種を

つくろうという意味での肉専用種は入っており

ました。私ども農家をまわっておりませんので，
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種畜場，試験場についていえば，牛を外に出す

ということは一般的に行っております。試験場

の方におうかがいしたところ，搾乳直後は外に

は出さない，乳頭が濡れていると，急激に凍っ

て乳頭が折れることがあるので，それだけは注

意しているということでした口

秦:さきほどの裏さんのスライドにあった試験

場の乳牛牛舎で働いている方は，自宅でも何頭

かの牛を飼っているということでした。おそら

く，自宅にはあれほど立派な牛舎はなく，開放

に近いかたちで牛が飼われているものと思いま

す。

座長:さらに施設の話しを続けたいと思います。

宗谷丘陵の簡易施設，黒龍江省のある意味で低

廉な施設，風と湿度に違いはありますけれど，

どちらも非常に寒い地方で，それぞれさほど高

価でない施設で飼っていて，秦さんからは管理

の概念、はさほどないんだというものの，見た限

りでは，牛や豚の体は清潔に，ある程度の管理

がなされているのではないかと思いますが，そ

のことについてはどのようにお考えでしょうか。

秦:私，ちょっと極端な言い方で管理の概念が

ないといったんですけれど，おそらく寒さの中

でこれまで飼ってきて，一番自然な飼い方とい

うものがあるのではないかと思うわけです。私

達，日本あるいは北海道で家畜管理の研究を行

っている場合には，現実にコストの問題につい

ても考えるのですけれど，おそらく黒龍江省の

あの様な管理体系の中では，十分に採算がとれ

ているので，あえて新しい管理技術を農家に取

り入れる必要がなく，交流会でも施設の改良に

ついての話題にならなかったのだと思います。

座長:黒龍江省においては豚舎にしても牛舎に

しても，省力的でないという感想をもちました。

家畜管理システムにおける人が行う部分での，

人の使い方についてもう少し補足していただけ

ませんでしょうか。

裏:さきほどお話しましたように搾乳牛を一人

当り 9頭，晴育牛を17頭，育成牛を15頭という

ような決め方や，道路除雪のスライドがありま

したが，あれも公務員であるというように，雇

用対策として行っているようです。ただ将来，

経済性の追求や輸入自由化の問題についてど、の

様な政策を持って，省力化を進める考えがある

のかと、うかというような話しは聞くことはでき

ませんでした。

家畜・人・建物プロダクションシステムと家

畜管理

座長:北方圏の畜産の形態として，黒龍江省は

肉が主体ですけれども乳を少しづ、つ生かそうと

している。フィンランドでは，肉をのぼそうと

している。北海道でも乳が主体で，肉を進めよ

うとしている。肉畜の生産の中で一つの可能性

として，フィンランドの例ですけれどもトナカ

イの飼養がありました。そのことについてもう

少し詳しくお聞かせ願えないのかということと，

中国でも養鹿場がかなり有名になっております

けれど， もし今日の御発表者が見ておられれば

ご報告おねがいします。あるいは，発表者が見

ておられないのであれば，会場内で見ていらし

た方にご意見をお伺いしたいと思います。

諸岡:トナカイの飼養現場に接したいという目

的があったんですが，実際ラップランドにはツ

アーで行ったということでありまして，実際の

現場での話しを聞くことはできませんでした。

世界畜産学会の大会の中で， トナカイに冬季間

配合飼料を与えて，肉生産を効率よく進めよう

という試験を1980年ころから始めているという

発表もありました。流通の可能性，およびトナ

カイの付加価値ということもあって，増産しよ

うということのようです。最近では冬季聞の厳

しい時期だけでなく，通年配合飼料給与につい
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ても検討されているようです。これは私の意見

ですが，全体としてむしろ配合飼料依存型の飼

育形態に移行していく気がいたします。肉牛に

ついては，北海道でも最近F1の問題が取り上

げられていますが，乳製品の過剰供給問題もあ

るんでしょうけれど，乳牛に肉の種をかけてF

lで良い品質のものを得ょうという方向性のよ

うでした。

座長:鹿についていかがでしょうか。朝日田先

生ご覧なっていらっしゃいますか。

朝日田:フィンランドのトナカイの件ですが，

フィンランド以外にもあのあたりでトナカイを

飼っている国は，スウェーデン，ノルウェーと

ソ連があります。そのなかで， ノルウェーとス

ウェーデンは協同研究を行っていますが，フィ

ンランド、は行っていません。フィンランドのト

ナカイは，北欧三国という枠でくくれないだろ

うと思います。実際にフィンランドのトナカイ

飼養の現状を見たわけではありませんのではっ

きりしたことはいえませんが，肉需要が増えて，

食肉として増やしていこうということは，諸岡

さんの言われた通りだと思います。肉畜という

ことの位置づけなんです。鹿の話になりますが，

私は黒龍江省では鹿をみていません。黒龍江省

における話しについては，見てくるところが彼

らでいう公営，国営であり，実際の農家を見る

ことはできないわけです。つまり，プロダクシ

ョンシステムの違いなんです。われわれが中国，

黒龍江省で見てくるものは，国営の農場のプロ

ダクションシステムのわけです。国で行ってい

る農場のプロダクションシステムと農家段階で

のプロダクションシステムの違いがあるわけで

す。先ほど質問した，冬季における管理につい

てお考えがありますか，あるいは討論しました

かということは，そのことをお伺いしたかった

わけです。北方圏の家畜管理とわれわれが設定

したのは， 1つはそれぞれの国を選んで家畜管

理について報告しその中で日本，北海道は，

プロダクションシステムとしてどのような家畜

管理でいくのかという議論を行っていただきた

いと思っていたわけで，今後の議論をそのよう

な流れで進めていただくことを，私から提言致

します。

座長:それでは，御提言ありましたように，日

本，北海道の家畜管理がプロダクションシステ

ムとしてどのようにあるべきかという議論に移

りたいと思います。

竹下(北農試) :家畜管理ということは，家畜

と建物と人の 3つが含まれています。 3つを一

緒に議論すると複雑になりますので， 3つを分

離して，議論を進めていただくとありがたいと

思っております。 1つは家畜はどの程度の寒さ

に耐えられるのか， もう一つは管理をする人間

はどのくらいの温度なら我慢できるのか，それ

と3つめは，そうであれば，施設はどのような

ものがよいのかというような議論になるのだと

思います。

私は，外国の冬の家畜管理を見たことはありま

せんが，たとえば，東北民豚が寒さに強いので

あれば，当然それなりの飼い方もあるでしょう

し同じ飼し、方を日本に持ち込んでもだめだろ

うと思います。おのずから，それを見てきて北

海道ではどうするのかということが出てくるの

だと思うわけです。乳牛にしましても，一人当

り9頭ぐらいの少ない頭数で，なおかっ手搾り

ということだったんですが，たとえば日本で，

今，手搾りという環境に耐えれる管理者がいる

か，あるいは搾った牛乳も衛生的な面で乳業会

社が引き取ってくれるか，というような問題が

からんでくると思います。ですから，進め方と

して，家畜，人，施設を分けて議論を進めては

いかがでしょうか。
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座長:フィンランド，黒龍江省および宗谷にお

いて，家畜，人がそれぞれどこまで耐えられる

か，畜舎はどうあるべきかという解析をしなが

ら，さらにそれが日本，北海道の家畜管理にど

う適応されるのかというような話をしていただ

きたいと思います口

諸問:私がフィンランドに行きましたのは夏で

したので，冬のことについては聞いた話ですが，

寒さに対しては家畜の方が人よりも強いと思い

ます。ラップ地方では，換気よりも保温の観点

で畜舎の建設がなされているというのも，作業

をする人の方がとても寒さに耐えられないとい

う考えが強いのではなし、かと受けとめておりま

す。北海道でも冬は長くて厳しいですが，フィ

ンランドの北の地方では， 9カ月以上はほとん

ど畜舎の中で家畜を飼っていますので，人の作

業という面で畜舎が考えられているようです。

フィンランドも南になるとそれほど厳しい寒さ

ではありませんので，冬の暖房あるいは断熱に

ついてはさほど考慮していないという状況のよ

うです。

裏:肉牛は見ていませんので何もいえません。

酪農につきましでも， 日本の酪農と中国の酪農

では焦点が違うため， 日本と中国の酪農の比較

については，考えの整理ができていません。た

だ，十勝地方であれば，生産目的のためだけの，

通年舎飼のような管理システムには危倶を感じ

ております。

秦:単純に家畜が死なないということであれば，

かなりの寒さに耐えれると思いますが，中国東

北地方と日本北海道で要求されている生産性が

かなり異なっていると思いますので，要求され

ている生産性を考慮にいれなければ，寒さの限

界ははっきりしないと思います。人と畜舎の問

題については，先ほど朝日田先生がおっしゃい

ましたように，国や省で行われているのと農家

で行われているのとでは違っていると思います。

たとえば農家であれば，儲ればかなり寒くとも

作業を行うと思います。農家で飼う家畜の頭数

や収益の基準と公営の農場で飼う場合の基準は

違ってきますから，農家の場合と公営農場の場

合とに分けて考えなければ難しいと思います。

それと，今回大家畜については，農家段階の現

場を見ることができなかったので，システムと

してどうかということは，判断できないと考え

ます。

座長:篠崎さん，実際に現場で，家畜の立場，

人の立場，それを総合した施設について， これ

まで宗谷丘陵で悪戦苦闘されてきたわけですけ

れど，何かご意見があればお願いいたします。

篠崎:われわれの開放型畜舎において，家畜に

ついていいますと，ヘレホードとアンガスを比

較した場合，へレホードの方が強いという感触

を持っております。それは，へレホードがどん

な吹雪でも飼料を食べに給飼場に来るのに対し

て，アンガスは吹雪の聞はシェルターに入って

しまい，飼料を食べないということがあるから

です。今は，給水温度は凍らない程度にしてい

ますが，水の温度を高めてやれば，増体も良く

なるのではないかと考えております。しかし，

コストとの関係でどうなるのかという問題は残

されております。外での人の作業については，

ほとんどがトラクターなどを用いた作業になり

ますが，最初の仕事は，これら作業機械のエン

ジンを始動させることから始めます。吹雪の時

は， このエンジンの始動に相当の労力を費やす

ことになります。エンジンが始動した後の作業

は， トラクターのキャビン内での作業がほとん

どですから苦痛はないのですが， このエンジン

始動の労力が，宗谷丘陵での外で飼う場合の問

題点であろとう思います口

座長:会場の皆様で，家畜，人，施設と寒さの
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関係についてのご意見があればお願い致します。

柏村(帯広大) :日本ですと，アメリカ，カナ

ダの乳牛を導入するんですが，フィンランドで

はなぜ，フィンランドエアシャー，フィンラン

ドフリージアンが主体になっているのですか口

耕作物の中にトウモロコシが無いようなんです

が，フィンランドの自給飼料についてお聞かせ

願えればと思います。

諸問:乳成分との関係で，フィンランドエアシ

ャーが主体になっているということだと思いま

す。最近では，コスト面と言うことで， 1頭当

りの乳量を高める必要性から，フィンランドフ

リージアンの割合が高まっているようです。た

だ，フィンランドフリージアンでも乳脂肪率は

4%を超えていますので，やはり乳成分中心と

いうことではないかと思っております。自給飼

料につきましては， トウモロコシは作れないの

ではないかと思います。ナタネが多く作られて

おり，タンパク質源としてナタネ粕が利用され

ているようです。ほとんどの農家で，配合飼料

は購入し給与しているようでした。組飼料とし

ては，グラスサイレージ主体で，南部の地域で

は1年 3回調整可能であり，北部では年2回調

整しているようでした。

畜舎の立地配置も重要

西部(ホクレン) :寒冷地域における畜舎の問

題では，先ほど裏さんからも紹介ありましたよ

うに，新得で実証済みであることを宗谷丘陵に

当てはめたところ，実際には当てはまらない所

があったということでした。われわれが，この

種の仕事を行う場合に，考慮することの中で抜

けていることに，畜舎の立地配置という問題が

あると思うんです。南の地方は，夏の日陰を作

るという目的があって畜舎を配置すると，コス

トが低く，家畜に適したものができると思いま

すし北の地方では，北西の風をいかに防ぐか

ということを基本にして畜舎の配置が考えられ

るべきだと思います。もちろん，そのほか様々

な問題はあるでしょうけれども， この立地配置

という問題が，いまだに十分整理されていない

のではなし、かという気がします。すでに立地配

置されている畜舎の場合は，防風ネットなどを

用いて，対処することが最善の策でしょうけれ

ども，できれば畜舎建設前に立地配置を，十分

調査し畜舎を建設すればコストの面でも，家

畜にな作業者にも適した施設が作れるのでは

ないかと考えます。ですから，北方圏の立地配

置についての理論を作る必要があるのではない

かと考えます。

渡部(ヤンマー農機) :宗谷丘陵では低コスト

な肉牛生産を行うということでこれまでやって

こられたわけですが，結果的には開放型ではう

まくし、かず，閉鎖型としなくてはならないとい

うお話がありました。非常にもったいないなと

いう感じがするわけです。閉鎖型と言うのはど

の程度の閉鎖性を考えておられるのかうかがい

たいと思います。閉鎖型とすれば，コストの高

い施設になってしまうのではないかと思います。

これまで，試行してきたことがそこにどのよう

に活用されるのでしょうか。閉鎖型牛舎にして

も， これまでの開放型牛舎での経験を活用して，

より低コストな牛舎を模索していただきたいと

思います。

成(北大農) :実際の作業を行う立場からみて，

オープン牛舎を建設する場合，気をつけなけれ

ばならない点がありましたら，教えていただき

たいと思います。

裏:開放牛舎，閉鎖牛舎の意味によっても異な

ると思います。開放牛舎であっても，閉鎖牛舎

であっても，屋根の下は使えるという概念で建

設されるわけです。しかし宗谷丘陵では実際

には，屋根の下に雪が吹き込んで，屋根の下が
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使えないという意味で，開放型牛舎が使えない

ということになったわけです。ですから，開放

型牛舎がだめというよりも，屋根の下に雪が吹

き込み，使用できなくなるような牛舎は適切で

ないというように考えていただきたいわけです。

成:オープン牛舎にする場合，先ほど御指摘の

ありました，風の方向以外でも注意しなければ

ならないことがありましたら教えて下さい。

裏:家畜を直接濡らさないこと，すきま風に当

てないことなどといった原則があると思います。

原則を守れば屋根があろと無かろうと問題はな

いと思います。しかしどんな場合でも応用で

きる基準というものは存在しないと思います。

宗谷丘陵の施設にしても，現在の場所から少し

離れたところに建設していれば，あのような状

況ではなかったかもしれません。それほど，微

妙な部分があるのだと思います。

座長:時間がせまってまいりました。私どもは

昨年来，北方圏の家畜管理のあり方について，

シンポジウムをもってまいりました。北方圏と

いう題材で，北緯43度以上70度までの話がなさ

れてきたわけですが， シンポジウムの総合討論

で，北方圏のそれぞれの国柄あるいは気候の違

いとその中における微気象の違いが，浮かび上

がってきたと思います。たとえば西部先生がお

っしゃられたような立地配置の問題，あるいは

裏さんがおっしゃられたように，少し離れれば

違ったのではないかといった問題，そこで，北

方圏の管理を考える場合，さらにもう一つ細か

いところをきらんとおさえないと，より効率的

な管理というものは実際に応用できないという

ことに議論が集約してきたと思いますo 2月の

現地検討会につきまして清水先生からお願い致

します。

座長(清水) :宗谷丘陵の話しが多くなされま

したが，雪の状態、，風の状態は話しているだけ

ではわからない面があります。今回， この討論

を受けまして，来年の 2月上旬に現地検討会を

予定しています。そこで，またこのシンポジウ

ムを振り返って討論していただきたいと思いま

すので，多数のご参加をお願い致します。

座長(近藤) :座長不慣れなことから皆様には

いろいろご迷惑をおかけいたしましたことにお

わび致します。どうもありがとうございました。

以上で，総合討論を終わりにいたします。
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肥培かんがいの実態、をみる

一一第44回現地研究会に参加して一一

1989年度の現地研究会は「肥培かんがい技術

の現状と問題点」をテーマとして 7月14日に道

東の標茶町を中心に開催された。最近の現地研

究会はどちらかといえば家畜が中心であったが，

今回のメインは糞尿処理およびそれらの圃場還

元システムであり，興味はもっていたものの，

ほとんど知識がなつかたので，勉強させてもら

う意味も含めて参加した。 13日夕方，宿泊先で

ある鶴居村の「つるいグリーンパーク」に集合

し総会ならびに懇親会を行なった。新規課題

検討会議と重なってしまったということで国お

よび道の試験場関係者の参加がなく，総勢21名

と非常に少ない人数であったが，池内会長の

「少数精鋭」との言葉がきいたのかどうか，懇

親会では「道東ーをほこる，大画面のレーザー

デ、イスクJをフルに活用し，翌日の見学会への

鋭気を十分に養った。 14日は 8時30分に宿舎を

出発して，午前中，北海道開発局釧路開発建設

部釧路農業事務所の担当官(柿下課長，大塚係

長)の案内により，標茶西部地域の北海道開発

局肥培かんがい事業実施地区の農家 3戸(桜田，

寒河江，増井牧場〉を見学した。午後，再び宿

舎に戻り，総括検討会を行なったのち， 16時30

分，釧|路駅前で解散し，全日程を終了した口

1. 肥培かんがいとは?

肥培かんがいとは，簡単に言ってしまえば，

町田地かんがいの一つで、あり，家畜の糞尿を混

合，腐熟発酵させ，肥料価値を高めたうえで，

中 辻 :!::I::. 

'ロ
τ:::f= 
玉 E
I=l 

(北大農学部〉

水で、希釈して草地等の農地に還元し糞尿中に

含まれる飼料成分と水の相乗作用により作物生

産量を増加させる技術」である。これらの技術

導入により，化学肥料や飼料の購入費節減，お

よび糞尿処理労力の削減や衛生適な作業が期待

できるとされている。

牛の糞尿をスラリーとして貯蔵し土地へ還

元する技術は，約 100年前にヨーロッパアルプ

ス山麓の農家で考案され，次第に普及していっ

たといわれている。その後，イギリス，オラン

ダ，北欧において種々の研究が進められ，さら

に発展した。日本へのはじめでの技術導入は，

ヨーロッパと類似条件下で、ある長野県の日本ア

ルプス地方であり，北海道においては，昭和41

年から国営事業として十勝の鹿追地区にはじめ

て体系的な技術導入が計画されたのが最初であ

る。しかしながら，即全道に普及ということに

はならなかった。この理由としては経済面と技

術面での問題の二つが考えられた。経済面では，

糞尿槽を改修したり，畜舎自体をカウマットを

用いた無敷料状態での糞尿自然流下式にするた

めに改修しなければならず(固液分離の考え方

がまだなかった)，そのための費用は事業の補

助対象外でつあたこと。技術面では，腐熟の理

論が普及していなかったことや，散布方式は自

走式スプリンクラーがなく，_定置式であったこ

とであった。このように足踏み状態であった事

業も，昭和60年頃から， i固液分離機」の開発

導入により，すでにバーンクリーナーを導入し
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ている畜舎の改修の必要がなくなったため，急

速に普及しつつある口

2. 国営総合農地開発事業標茶西部地区(肥

培かんがL、)の概要

標茶町は，北は阿寒国立公園，南は釧路湿原

の中間に位置し気候，土壌，地形適に厳しい

条件下におかれた，道東地域では中位程度の酪

農専営地帯である。国営総合農地開発事業「標

茶西部地区」は，農地造成事業と肥培かんがい

事業を抱合せ昭和53年に着工し現在に至ってお

り，受益面積3279ha(うち農地造成1082ha)， 

受益農家戸数 107戸である。本地区では，草地

造成にあわせて飼養規模拡大が行われるために，

営農用水の不足，家畜の糞尿処理等が問題とな

ってくることから，本事業によって肥培かんが

いを導入し酪農経営の安定化，低コスト化を

図ることを目的としている。肥培かんがい施設

は，図 1に示す通り，かんがい用水を導水，配

①送水管理

①配水池

①鞠車酌k管路

Y 

水する基幹施設とスラリーの調整，散布を行な

う末端施設の二つから成る。

特に，末端施設整備においては，‘大多数の受

益者の畜舎がバーンクリーナ一方式であったた

め，効率的に糞尿を回収してスラリーを調製す

るための方式に多くの問題を残していたが，当

該標茶西部地区においては，釧路の水産加工場

において配水処理過程に発生する固形分の脱水

に使用されていた機械を応用して，試行錯誤を

繰り返し，スクリュープレス式分離機を昭和61

年に開発し，それによって末端施設設備がスム

ーズに進むようになったとのことであった。

3.現地農家の見学(桜田，寒河江，増井牧

場)

3戸の農家の耕地面積は60'"'-'80ha，乳牛飼養

頭数40--80頭で，糞尿搬出はすべてバーンクリ

ーナーによっていた。糞尿分離方式は，桜田牧

場と寒河江牧場はスクリュープレス式であった

が，動力源は，電力(桜田)， トラクタ PTO

@バキュームタンカ}

@園場配管

@自定式散水器(リールスプリンクラー)

-・・・・・・基幹
eZ222?ZZI末端

図 1 肥培かんがい模式図
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C寒河江)と異なっていた。増井牧場はローラ

ープレス式であった。桜田牧場(スクリュープ

レス式〉では，使用上の問題点として，固液分

離機と同調させるためバーンクリーナーの回転

速度をおとしたことによって作業効率が低下し

たこと，冬季聞は凍結しやすいこと，敷料をあ

る程度混合してやらないとうまく分離できない

等を指摘していた。分離された固形物の方は堆

肥盤にいくわけだが，バラバラの状態であり，

量は非常に少なかった。水分が少ないことから

腐熟しやすく，冬期間も凍結せず，約2カ月で

発酵し良質の堆肥になるそうである。また，動

力源は電気では経費が掛りかりすぎるのでトラ

クターPTOにしたいとの話であった。腐熟槽

(曝気槽兼稀釈槽)は，いずれの牧場もコンク

リート製の円形(168nf)であり， D型ハウス内

にあった。これは，冬季聞のスラリーの熟成は

気温が低くなると遅くなるので，槽を保温する

ためだそうである。また，槽の上に円錐型のビ

ニールシートが設置されていたが，曝気中発生

するアンモニアガスのハウス内への拡散を防ぐ

ためとの話であり，保温にも大きな効果をあげ

ているそうである。曝気装置は強制通気装置と

してプロアーポンプを使用していた。

調整槽(写真 1)の形状は円型(桜田，寒河

江:約1000rrOもしくは角型(増井:約 600rrr)

であった。

容量は異なるものの，いずれも深さ約 3mで、あ

り，内面をゴムシートで被覆してあった。調整

槽には曝気装置も設置されていた。寒河江牧場

を除き，圃場配管をおこなっており，散布方式

は，桜田牧場が自走式スプリンクラー，増井牧

場は自走式スプリンクラーとバキュームタンカ

ーの併用であり，寒河江牧場は闘場が飛び地に

なっていることもなあって，バキュームタンカ

ーでの散布のみであった。桜田牧場で，実際に

自走式スプリンクラーでの散布作業を見た。

(写真 2， 3)。

当日は風も穏やかで絶好の散布日和であった。

散布状況は豪快そのもので，私たちが札幌の真

ん中でいつも周りを気をしながら堆肥散布を行

なっているとは比べものにならず， うらやまし

い限りであった。

摩周湖カンツリークラブで昼食の後，再び宿

舎の「つるいグリーンパーク」に戻り，総括検

討会を行なった。その中で，土地面積が限られ，

写真 1 調整槽(寒河江牧場)

O
O
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写真2 自走式スプリンクラー(桜田牧場)

写真3 自走式スプリンクラーによるスラリー散布作業(桜田牧場)
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かっ環境問題に敏感な都市近郊の酪農地帯に，

この肥培かんがい技術は応用できないのかとの

意見があったが，私も同感である。固液分離す

ることにより堆肥(固形分)はコンパクトにな

り堆肥盤の面積は少なくてすみ，かっ良質なも

のができる。スラリー(液状部分)は曝気処理

することにより無臭化され，散布時の問題が解

決される。これが完全に実現できれば，現在の

都市近郊酪農における諸問題のいくつかは解消

できるのではなし、かと思う。

以上，見学記というよりは肥培かんがいの解

説のようになってしまった。肥培かんがいは，

日本の農業の将来に向けての重要な技術の一つ

であると考えられるので，今後の改良発展に期

待したい。

- 60-



研究会記事

1. 会務報告

① 1988年度シンポジウム

1988年11月30日(水)，北海道大学学術交流

会館において「北方圏における家畜管理一(2)J

をテーマに開催され，約90名が参加した白話題

提供者は諸岡敏生氏(北大農学部)，裏悦次氏

(新得畜試)，秦寛氏(滝川畜試)，片山秀策

氏(農林水産技術会議-誌上参加)，篠崎和典

氏(宗谷丘陵肉牛牧場)の 5名で，話題提供後，

熱心な討論が行われた(報告は会報24号，討論

要旨は本号を参照)。

② 1988年度現地研究会

1989年 2月 2日(木)， 3日(金)の 2日間，

「宗谷地方の冬季における乳肉牛管理」をテー

マに宗谷地方で行い， 46名が参加した。見学先

は宗谷丘陵肉牛牧場，稚内市村里牧場，佐藤牧

場の 3カ所であった。

③会 報24号発行

1988年11月に， シンポジウム報告を中心に第

24号を発行した。

④ 1989年度第 1回評議員会

1989年 6月 5日(月)，札幌テレビ塔会議室

で会長以下15名が参加して行われ，会務報告，

会計報告， 1989年度事業計画，同予算案等につ

いて審議された。事業計画としては， 7月に

「肥培かんがい技術の現状と問題点」をテーマ

に現地研究会を行うこと， 1990年 2月に中国か

らの研究者による報告もふくめて「北方圏にお

ける家畜管理一(3)Jをテーマにシンポジウムを

行うこと等が決定された。

⑤ 1989年度現地研究会

1989年 7月13日(木)， 14日(金〉の 2日間，

「肥培かんがい技術の現状と問題点」をテーマ

に鶴居村および標茶町で行い， 24名が参加した。

見学先は国営総合農地開発事業標茶地区の桜田，

寒河江，増井牧場の 3カ所であった。他の会議

も重なって参加者は例年とくらべ少なかったが，

熱心に見学，意見交換が行われ，有意義な現地

研究会であった(詳細は本号の見学記を参照〉。

⑥ その他

1989年 9月25日(月)，農業土木学会北海道

支部主宰で行われた講演会(北海道開発局小笠

原孝之氏「豪州・ NZにおける酪農・肉牛事情J)

を後援した口

⑦ 会員の現況

1990年 1月1日現在

名誉会員 2名

正会員 285名

賛助会員 28団体

言卜報

本研究会顧問横山偉和夫氏は，去る1989

年11月14日御逝去されました。葱に謹んで

お知らせし御冥福をお祈り致します。
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昭和63年度決算報告

(S63. 4. 1----H1. 3. 31) 

入(円)

予算増，減(ム)
項目

北海道家畜管理研究会

支出(円〉

決算 予算増，減(ム〉
項目

収

決算

前年度繰越金 377，094 
個人会費 654， 000 
賛助会費 360，000 
会報売上 3，000 
手IJ 息 8， 334 

377，094 0 I会報 (23号)発行費 243，000
600， 000 54， 000 I現地研究会費 93， 150 
300， 000 60， 000 Iシンポジウム費 198，980 
10，000ム 7，000I会議費 45，000 
1， 000 7， 334 I旅費 3，580 

謝金 36， 000 
通信費 50， 596 
消耗品費 24，712 
予備費 0 

600，000ム357，000
200，0∞ム106，850
200，0∞ム1， 000 
60，000 ム15，000 
50，000 ム46，420
50，000 ム14，000
50，000 596 
30，∞o ム 5，288 
48，ω4 ム48，094

計 1， 402， 428 1， 288， 094 114，334 I 計 695，018 1，288，094ム593，076

次年度繰越金 = 1， 402， 428 - 695，018 = 707， 410 (円)

会計監査報告

昭和63年度会計監査の結果，間違いのないことを認めます。

梅田安治(印)

川上克己(印)
昭和63年度会費納入率(平成l年3月31日現在)

個人会費納入率=(269-;.-泊6)x 100 =87. 9% 賛助会費納入率=(29-;.-29) X100 =100% 

平成元年度予算(案)

(H1. 4. 1 ----H2. 3. 31) 
北海道家畜管理研究会

l収 入 (円) 支 出 (円)

前年度繰越金 707，410 会報発行費 300，000 
個人会費 600，000 現地研究会費 300，000 
賛助会費 300， 000 シンポジウム費 350，000 
会報売上 6，∞o 会議費 100， 000 
手IJ ，息 1，∞o 旅費 100，000 

謝金 100，∞o 
通信費 70，000 
消耗品費 30，∞o 
予備費 264，410 

計 1， 614， 410 計 1， 614， 410 

つ白
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北海道家畜管理研究会

役員名 簿

(任期 1988年 4月-1990年 3月)

氏 名 所 属 氏 名 所 属

ムヱミ 長 村田征一 ホクレン施設資財部

池内義則 酪農学園大学 三浦祐輔 ホクレン酪農畜産推進部

副会長 北原慎一郎 北原電牧

朝 日田康司 北海道大学 及川 寛'一一ラ 7)永亀

西 埜 進 酪農学園大学 南部 悟 北大農学部

評議 員 上山英一 向 上

滝川明宏 北農試畜産部 伊藤和彦 向 上

斉 藤 日 道立天北農試 小竹森訓央 向上

和泉康史 道立中央農試 藤 田 裕 帯広畜大

島田実幸 同 上 新出陽三 向 上

平山秀介 道立新得畜試 高畑英彦 向 上

阿部 交..b!.え 道立滝川畜試 田中貞美 専修大北海道短大

中川 渡 道立根釧農試 i臣Eと1. 事

橋立賢二郎 北海道専門技術員 梅田安治 北大農学部

白岩俊英 北海道開発局 川上克己 酪農学園大学

安部芳喜 農用地開発公団 幹 事

八島正友 北海道農業開発公社 総務

須藤 純一 北海道畜産会 大 久保 正彦 北大農学部

小名輝志 北海道酪農協会 森田 茂 酪農学園大学

入沢 充 穂 北海道肉用牛協会 会計

越智勝利 北海道家畜改良事業団 松田従三 北大農学部

森川 峻 北海道農電協議会 川村周三 北大農学部
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ο
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u
 



ムヱミ 貝 名 簿

(1990年 1月 1日)

顧 問

氏 名 郵便番号 住 所

常松 栄 064 札幌市中央区南11条西20丁目

名誉会員

贋瀬可恒 060 札幌市中央区北3条西13丁目 チュリス北3条70包号

吉田富穂 064 札幌市中央区宮の森 1条10丁目 3の21

正 Z£三』 員

(A) 

安達 進 044 虻田郡倶知安町旭

安達 実 001 札幌市北区北7条西 6丁目 北海道農材工業(樹

阿部達男 089-23 中川郡本別町北5丁目 十勝東北部地区農業改良所本別町駐在所

阿部 督 096 名寄市西 4条南 2丁目 名寄地区農業改良普及所

秋場宏之 098-61 宗谷郡猿払村鬼志別

秋田三郎 069-14 夕張郡長沼町幌内1066 雪印種苗(株)

阿部 占支Z出L己 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

天野憲典 721 福山市西深津町 6-12-1 中国農業試験場作物部

浅野正昭 060 札幌市中央区北4条西 1丁目共済ビル北農中央会農畜政部

朝日田康司 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

荒井輝男 099-14 常日郡訓子府町駒里184 ホクレン畜産実験研修牧場

荒川祐一 078-14 上川郡愛別町本町愛別町役場上川中央地区農業普及所愛別町駐在所

安宅一夫 069 江別市文京台緑町582 酪農学園大学

安藤道雄 089-15 河西郡更別村字更別 十勝南部地区農業改良普及所更別駐在所

(B) 

坂東 健 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

(C) 

知念悌郎 348 埼玉県羽生市西 2丁目21番10号金子農機(欄

千葉 主昼亘主王 060 札幌市北区北8条西 2丁目 北海道開発局農業調査課
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氏 名 |郵便番号 住 所

(D) 

出村忠章 I086-02 I野付郡別海町別海新栄町南根室地区農業改良普及所

土井 儀 I085 釧路市幣舞町4-11 保開発局釧路開発建設部
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福

福

福

福

上川郡新得町 l条南 3丁目 十勝西部地区農業改良普及所新得駐在所

釧路市鳥取南5丁目 1-17 雪印種苗(欄釧路工場

富良野市新富町 3-1 富良野地区農業改良普及所

夕張郡長沼町幌内1066 雪印種苗(槻中央研究農場

つくば市千現2-1-6 つくば研究支援センター内A-23 日本植生(槻

帯広市稲田町帯広畜産大学家畜生産科学科

札幌市中央区北3条西 6丁目 北海道農政部農業改良課専技室

秋田市手形住吉町3-2 -205 

埼玉県大宮市日進町 1丁目40-2 生研機構

稚内市大黒4丁目11 稚内開発建設部農業開発課

夕張郡長沼町幌内2010

(G) 

郷司昭夫!即2 I岩内郡共和町南幌似
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原
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平
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札幌市中央区北 3条西 6丁目 北海道庁農政部農業改良課

仙台市若林区鶴代町 1-68 東北オリオン(株)

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

標津郡中標津町桜ケ丘道立根釧農業試験場

紋別市幸町7丁目 西紋東部地区農業改良普及所

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

札幌市東区北 6条東7丁目 ホクレン農業総合研究所

網走郡美幌町字野崎13-4 -06 

帯広市稲田町帯広畜産大学家畜生産科学科

札幌市豊平区月寒東2-18-7 -67 

札幌郡広島町高台町4-7-5
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上川郡新得町道立新得畜産試験場

札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部工学科

帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科

つくば市観音台 2-1-2 農林水産省農業工学研究所

滝川市東滝川1735 道立滝川畜産試験場

帯広市稲田町帯広畜産大学草地学科

所

上川郡新得町道立新得畜産試験場

札幌市北区篠路町拓北82-26

札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

札幌市北区北10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

札幌市北区北10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

土別市東9条6丁目 標津地区農業改良普及所

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場草地部

江別市文京台緑町582-1 酪農学園大学

釧路市新富町101-2 全酪連釧路事務所

帯広市稲田町帯広畜産大学附属農場

札幌市豊平区里塚278 日熊工機(株)

阿寒郡鶴居村幌呂

岩手県胆沢郡金ケ崎町西根南羽沢50-5 県営羽沢AP111

つくば市観音台 2-1 -2 農林水産省食品総合研究所

旭川市永山 6条18丁目 道立上川農業試験場専技室

河東郡音更町大通 5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

市 川 舜 I069-01 I江別市文京台緑町582-1 酪農学園大学

市丸弘幸 I086-11 I標津郡中標津町東2南4

入沢充穂 I060 I札幌市中央区北4条西 1丁目北農会館北海道肉用牛協会

和泉康史 I 069-13 I夕張郡長沼町東6線北15号道立中央農業試験場

岩淵和則 I997 山形県鶴岡市若葉町 1-23 山形大学農学部農業工学科

出雲将之 I084 釧路市大楽毛127 釧路中部地区農業改良普及所

(K) 

仮屋莞由 I004 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部
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氏 名 郵便番号 住 所

上岡逸民 063 札幌市西区発寒 6-13 -1 -48 M S K東急機械(栂

上出 純 069-13 夕張郡長沼町東6線北15号道立中央農業試験場畜産部

海江田尚信 060 札幌市中央区南 l条西10丁目 (槻科学飼料研究所札幌分室

椛沢三次 088-13 厚岸郡浜中町茶内市街釧路東部地区農業改良普及所

影浦 隆一 049-31 山越郡八雲町相生町100 雪印種苗(欄八雲営業所

糟谷 泰 078-02 旭川市永山 6条18丁目 道立上川農業試験場

河田 隆 089-36 中川郡本別町西仙美利25-1 農業大学校

片山 秀策 100 東京都千代田区震が関 1-2 -1農水省農林水産技術会議企画調査課

加 藤隆光 049-25 山越郡八雲町立岩182 プリムローズ牧場

加 藤昭一 061-14 恵庭市戸磯339 北海道クボタトラクタ販売(槻恵庭営業所

金川 直人 001 札幌市北区北10条西4丁目 北海道畜産会

柏村 文郎 080 帯広市稲田町帯広畜産大学

帰山 幸夫 082 河西郡芽室町新生北海道農業試験場畑作管理部

川上 克己 069 江別市文京台緑町582 酪農学園大学

川原 敬治 060 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレンくみあい飼料(欄

川 村周= 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

河崎 嵩 086-02 野付郡別海別海406-95

川 崎 勉 098-57 枝幸郡浜頓別町緑ケ丘道立天北農業試験場

河村 静夫 065 札幌市東区北13条東2丁目 豊機電(欄

川田 武 098-57 江差郡浜頓別町字緑ケ丘道立天北農業試験場

鎌 田哲郎 001 札幌市北区北10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

釜谷重孝 098-55 枝幸郡中頓別町字中頓別宗谷中部地区農業改良普及所

木村俊範 020 盛岡市上回 3丁目18-8 岩手大農学部農業機械学科

桐 山優光 069-13 夕張郡長沼町東 6線北15号道立中央農業試験場農業機械部

斥 晃司 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

小竹森訓央 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部酪農科学研究施設

小泉 {散 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

小林亮英 329-27 栃木県那須郡西那須野町千本松農林水産省草地試験場

小林道臣 092 網走郡美幌町美幌町役場

久保成祥 099-14 常呂郡訓子府町駒里184 ホクレン畜産実験研修牧場

小崎正勝 001 札幌市北区北10条西4丁目畜産会館北海道畜産会
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札幌市北区北15条西5丁目 北海道ホルスタイン農協

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場農村計画部

網走市字八坂東京農業大学生物産業学部

江別市文京台緑町酪農学園大学

帯広市稲田町帯広市畜産大学

上川郡新得町道立新得畜産試験場

千歳市新川836-3 黒津酪農園

札幌市中央区北4条西 1丁目 北農会館北海道肉用牛協会

静内郡静内町御園111 北大附属牧場

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

つくば市天王台 1-1 -1 筑波大学農林工学系

夕張郡長沼町道立中央農業試験場

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

帯広市稲田町帯広市畜産大学農業工学科

札幌市中央区北29条西4丁目 2-1 -323 

帯広市稲田町帯広市畜産大学家畜生産科学科

阿寒郡鶴居村幌呂 幌呂農業協同組合

岩見沢市北4条西14丁目

札幌市中央区北2条西19丁目札幌市開発総合庁舎内(開北海道開発協会

恵庭市西島松120 石狩南部地区農業改良普及所

松永光弘 I 089-36 I中川郡本別町西仙美里25-1 農業大学校

蒔田秀夫 I. 098-57 I枝幸郡浜頓別町緑ケ丘道立天北農業試験場

峰崎康裕 I086c-11 I標津郡中標津町道立根釧農業試験場
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網走市北7条西3丁目網走総合庁舎内 斜網中部地区農業改良普及所

紋別郡遠軽町大通北 1丁目 東紋西部地区農業改良普及所

札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン畜産生産推進課

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場草地部

釧路市黒金町12丁目10番地釧路農業協同組合連合会内

桧山郡江差町南浜町240-2 桧山家畜保健衛生所

帯広市稲田町帯広市畜産大学家畜生産科学科
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氏 名 郵便番号 住 所

宮崎 フE 073 滝川市東滝川735 道立滝川畜産試験場

宮沢香春 005 札幌市南区澄川 1条 3丁目

宮沢典義 417 富士市瓜島町26-2 日熊工機(欄富士営業所

宮下昭光 004 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場草地部

向 弘行 069-14 夕張郡長沼町幌内

桃 野 寛 069-13 夕張郡長沼町東6線北15号道立中央農業試験場機械部

森田 茂 069 江別市文京台緑ケ町582 酪農学園大学

森脇芳男 089-56 十勝郡浦幌町新町十勝東部地区農業改良普及所浦幌町駐在所

棟方惇也 060 札幌市中央区北 5条西6丁目 札幌市センター印北海道付レン農協連合会

村井信仁 060 札幌市中央区北2条西 2丁目 三博ピル北海道農業機械工学会

村 上 豆玉玉主主L 094 紋別郡遠軽町泉町大通北 1丁目 東紋西部地区農業改良普及所

諸岡敏生 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

門前道彦 001 札幌市北区北15条西 5丁目 北海道ホルスタイン農協

(N) 

中内康幸 095-56 紋別郡滝上町栄町滝上町農協

中川 忠昭 088-31 川上郡標茶町上多和120-1 標茶町営多和育成牧場

中本憲治 004 札幌市豊平区月寒東 5条18丁目18-10

中辻浩喜 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

名久井 忠 082 河西郡芽室町新生北海道農業試験場草地部飼料調製研究室

長尾己俊 089-02 上川郡清水町字清水下美墨 田本酪農清水町農場

長野 宏 089-37 足寄郡足寄町北 1条 4丁目足寄町役場十勝東北部地区農業改良普及所

長沢 滋 089-21 広尾郡大樹町双葉町4 十勝南部地区農業改良普及所

南部 悟 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

楢崎 界 069-01 江別市文京台緑ケ町582 酪農学園大学

西部慎三 060 札幌市北区北4条西 1丁目 ホクレン畜産生産推進課

西本義典 060 札幌市北区北4条西 1丁目 北農中央会農畜政部

西埜 進 069 江別市文京台緑ケ町582 酪農学園大学

西邑隆徳 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

新名正勝 041-12 亀田郡大野町本町680 道立道南農業試験場

新山雅美 069 江別市文京台緑ケ町582 酪農学園大学

西野広幸 040 函館市大川町 1-27 北海道開発局函館開発建設部農業開発課
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氏 名|郵便番号

西塚直久 I099-65 

野田哲治 I088-14 

野村 貞 I061-02 

納回噴裕 I083 

(0) 

岡崎友太郎 I098-16 

岡村俊民 I065 

岡本明治 I080 

岡本全弘 I073 

岡本喜代治 I086-11 

及川 寛 I004 

大橋 忠 I054 

大橋和政 I092 

大町一郎 I080-24 

太田三郎 I080 

大久保正彦 I060 

大久 保 義 幸 I086-02 

大谷 滋 I501-11 

大谷隆二 I004 

大森昭一朗 I100 

大杉武久 I437 

小野瀬 勇 I088-13 

小関忠雄 I 073 

小名輝志 I060 

小倉紀美 I081 

近江谷和彦 I060 

(S) 

佐野信一 I065 

沢口則昭 I080 

斎藤 亘 I098-57 

酒井義広 I099-21 

住 所

紋別郡上湧別町園芸営農センター

厚岸郡浜中町茶内浜中農協

石狩郡当別町材木沢石狩北部地区農業改良普及所

中川郡池田町西2条4丁目 十勝東部地区農業改良普及所

紋別郡興部町518 興部町農協

札幌市東区北22条東7丁目

帯広市稲田町帯広市畜産大学草地学科

滝川市東滝JI1735 道立滝川畜産試験場

標津郡中標津町東23南 1-1 

札幌市豊平区里塚375-309

勇払郡鵡川町文京町 1 東胆振地区農業改良普及所

網走郡美幌町字日の出 1丁目 4-8

帯広市西19条南 3丁目48-4 

帯広市稲田町帯広市畜産大学附属農場

札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

野付郡別海町別海新栄町4 南根室地区農業改良普及所

岐阜県岐車市柳戸 1-1 岐阜大学農学部

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場草地部

東京都千代田区大手町 1-9-3 農林漁業金融公庫

静岡県袋井市山名町4-1 静岡製機(捕

厚岸郡浜中町茶内市街釧路東部地区農業改良普及所

滝川市東滝川735 道立滝川畜産試験場

札幌市中央区北3条西7丁目 酪農センター内北海道酪農協会

上川郡新得町道立新得畜産試験場

札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

札幌市東区北36条東4丁目 2-12 

帯広市西 3条南7丁目 ホクレン帯広支所

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘道立天北農業試験場

常呂郡端野町字端野端野農協
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氏 名|郵便番号 住 所

佐藤義 明 I060 札幌市北区北7条西 6丁目 NDビル北海道農業土木コンサルタント(槻

佐藤 博 I063 札幌市西区八軒5条西 3丁目 5-3
農業開発部

佐藤 静 I089-24 I広尾郡広尾町豊似市街広尾町農業協同組合

佐藤 実 I089-37 I足寄郡足寄町北 1条 4丁目十勝東北部地区農業改良普及所

佐藤 悟 I071-02 I上川町美瑛町中町2丁目美瑛農協内大雪地区農業改良普及所

佐藤拓次郎 I079-01 I美唄市美唄1610-1 専修大学北海道短期大学

佐藤正三 I 080-24 

佐藤幸信 I081 

佐藤義和 I004 

宍戸弘明 I305 

関根純 二 郎 I680 

曽根章夫 I001 

曽山茂夫 I057 

笹島克己 I086-11 

杉原敏弘 I082 

杉本亘之 I086-11 

住吉正次 I098-57 

鈴木省三 I080 

須藤純一 I001 

諏沢健二 I004 

佐々木忠一 I034 

佐々木久仁雄 I060 

寒河江洋ー郎 I073 

背戸 陪 I099-14 

鈴木 繁 I088-34 

白波瀬幸男 I099-31 

四十万谷吉郎 I305 

進藤重信 I063 

島田実幸 I069-13 

清水良彦 I081 

嶋野幹雄 I088-13 

帯広市西22条南 3丁目12-9 

上川郡新得町道立新得畜産試験場

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場農村計画部

つくば市茎崎町、池の台農林水産省畜産試験場

鳥取市湖山町南4丁目101 鳥取大学農学部

札幌市北区北10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

浦河郡浦河町栄丘東通56日高合同庁舎 日高東部地区農業改良普及所

標津郡中標津町道立根釧農業試験場

河西郡芽室町新生北海道農業試験場畑作管理部

標津郡中標津町道立根釧農業試験場

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘道立天北農業試験場

帯広市稲田町帯広市畜産大学附属農場

札幌市北区北10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場農村計画部

青森県十和田市沢の里 1-259 佐々木農機(欄

札幌市北区北4条西 1丁目 ホクレン酪農畜産推進部

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

常呂郡訓子府町字弥生道立北見農業試験場専技室

上川郡弟子屈町川湯第 8

網走市字北浜16

つくば市茎崎町池の台 農林水産省畜産試験場

札幌市西区平和 2条西10丁目 l一7

夕張郡長沼町東6線北15号道立中央農業試験場農業機械部

上川郡新得町道立新得畜産試験場

厚岸郡浜中町茶内
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帯広市稲田町帯広畜産大学

上川郡新得町道立新得畜産試験場

所

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場農村計画部

標津郡中標津町桜ケ丘道立根釧農業試験場

札幌市手稲区前回 7条14丁目 3-27 

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

網走郡東藻琴村字千草72-1 北見畜産公社

美唄市美唄1610-1 専修大学北海道短大

釧路市大楽毛127 郵"路中部地区農業改良普及所

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

釧路市鶴野58-4493

船橋市南海神 2丁目 3ミルックス内 清水建設(欄植物生産実験施設

江別市大麻東町22-17

中川郡美深町敷島上川北部地区農業改良普及所

帯広市稲田町帯広畜産大学

札幌市北区北10条西 5丁目 北大環境科学研究科

河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場

局橋文雄 I098-04 I士別市多寄町31-2 東多寄酪農生産組合

高畑英彦 I080 帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科
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札幌市北区北7条西2丁目テーエムビル金子農機(欄札幌事務所

東京都千代田区大手町 1-:9-3 農林漁業金融公庫

札幌市白石区南郷通17丁目北3-12 共済B2号

枝幸郡枝幸町第2栄町宗谷南部地区農業改良普及所

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

つくば市観音台 2-1 -2 農業生物資源研究所

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン畜産生産推進課

上川郡新得町道立新得畜産試験場
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氏 名 郵便番号 住 所

寺島 正 094 紋別市幸町6丁目 西紋東部地区農業改良普及所

鳶野 保 305 つくば茎崎町池の台農林水産省畜産試験場

所 和暢 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

泊 JI[ 宏 065 札幌市東区北19条東4丁目 北原電牧(欄

豊川好司 036 弘前市文京町弘前大学農学部

坪井哲典 088-32 上川郡弟子屈町奥春別

土屋 馨 060 札幌市中央区北3条西 6丁目 北海道庁農務部農業改良課

堤 義雄 724 東広島市西条下見広島大学生物生産学部

常 松 宇に斤コ 065 札幌市東区中沼町118-497 (欄北日本ソイル研究所

(U) 

上回義彦 060 札幌市中央区南 1条西25丁目

上山英一 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部酪農学科研究施設

宇那木 宏 昌 701-11 岡山市津高1442-42

裏 悦次 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

梅田安治 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

梅津一孝 080 帯広市稲田町帯広畜産大学

植竹勝治 004 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

浦野慎一 060 札幌市北区北10条西 5丁目 北大環境科学研究科

(W) 

鷲田 昭 060 札幌市中央区北3条西 7丁目 酪農センター内(株)酪農総合研究所

渡辺 寛 001 札幌市北区北10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

渡辺信吾 099-01 紋別郡白滝村字白滝122-3 

渡辺正男 098-57 枝幸郡浜頓別町北 3-2

(y) 

山岸規昭 004 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

山崎昭夫 004 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場草地部

山端三津 吉 098-16 紋別郡興部町518 興部町農協

米内山昭 和 090 北見市北光235 北海学園北見大学

米田裕紀 086-11 標津郡中標津町桜ケ丘道立根釧農業試験場

吉家友治 088-14 厚岸郡浜中町茶内市街旭町

吉田 悟 069-13 夕張郡長沼町東6線北15号道立中央農業試験場
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氏 名 郵便番号 住 所

吉田一男 079-01 美唄市美唄1610-1 専修大学北海道短期大学

吉田則人 080 帯広市稲田町帯広畜産大学草地学科

吉田保博 085-11 阿寒郡鶴居村字幌呂北2線33

湯汲三世史 064 札幌市中央区北 l条西23丁目 日本気象協会北海道本部

湯藤健治 082 河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場

(以上 285名)
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北海道家畜管理研究会々則

第 1条本会は北海道家畜管理研究会と言い，その事務局を北海道大学部に置く。

第 2条 本会は家畜管理等における機械化，省力化，衛生管理並びにその経済性などに関する

研究の促進及びその健全な普及を図ることを目的とする。

第 3条 本会は目的を達成するために次の事業を行う。

1.講演会及び研究会の開催。

2.機関紙の刊行。

3. その他本会の目的を達成するに必要とする事業。

第 4条 本会は本会の目的に賛同する正会員及び賛助会員をもって構成する。

第 5条 本会には名誉会員をおくことができる。名誉会員は本会に功績のあった会員で，評議

員会の推薦により総会において決定し終身とする。

第 6 条 本会は役員として会長 l名，副会長 2名，評議員若干名，監事 2名及び監事若干名を

おく。役員の任期は 2カ年とする。但し再任を妨げない。会長は会務を総理し本会

を代表する D 監事は庶務，会計，編集その他日常業務を執行する。なお，本会には顧

問をおくことが出来る。

第 7 条 評議員，監事は総会において会員より選任する。会長及び副会長は評議員より互選し

総会において決定する。監事は会長の委嘱による。

第 8条正会員の会費は年額 2，000円とし，賛助会員の会費は l口以上， 1口の年額は 5，000

円とする。

第 9条総会は毎年 1回開催し会の運営に関する重要な事項を決定する。必要に応じて臨時

総会を開くことが出来る。

第 10条 本会の会計年度は 4月1日より翌年3月31日までとする。

第 11条本会々則の変更は総会の決議によらなければならない。




